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一

は
じ
め
に

十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
で
プ
ラ
ト
ン
‐
キ
リ
ス
ト
教
的
人
格
主
義
の
立
場
か
ら
独
自
の
自
然
法
論
を
展
開
し
た
ク
ラ
ウ
ゼ
派
の
法
哲

学
は
、
経
験
界
の
目
的
概
念
を
排
除
し
た
カ
ン
ト
の
法
形
式
論
と
は
対
照
的
に
、
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
啓
蒙
を
継
承
す
る
人
間
の
「
使

命
」
論
（「
諸
善
」
論
）
の
見
地
に
立
っ
て
目
的
論
的
な
法
実
質
論
を
提
示
し
、
そ
れ
を
つ
う
じ
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
政
治
的
学

問
」
と
し
て
の
国
家
学
の
近
代
的
活
性
化
に
固
有
の
寄
与
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
寄
与
の
核
心
的
部
分
は
、
カ
ン
ト
‐
サ
ヴ

ィ
ニ
ー
的
主
流
思
想
と
し
て
の
法
形
式
論
が
原
理
的
に
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
現
実
の
生
活
世
界
の
諸
問
題
へ
の
政
策
論
的
認

識
を
、
ク
ラ
ウ
ゼ
派
の
「
諸
善
」
論
（「
生
目
的
」
論
）
が
獲
得
し
た
と
い
う
点
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ア
ー
レ
ン
ス(H

einrich
A
hrens,

1808-1874)

は
、
師
ク
ラ
ウ
ゼ(K

arl
C
hristian

Friedrich
K
rause,

1781-1832)

の
「
生
の
諸
関
係
」
の
視
座
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
、
各
人
格
の
有
限
性
を
克
服
す
る
共
同
体
的
な
相
互
補
完
関
係
に

注
目
し
、
国
家
か
ら
相
対
的
に
自
律
し
た
多
元
的
な
諸
「
社
会G

esellschaft

」（
す
な
わ
ち
「
生
活
圏L

ebenskreis

」
の
語
で
表
現

さ
れ
た
広
義
の
諸
結
社
）
の
有
機
的
連
関
構
造
の
中
に
、
各
人
の
「
生
目
的
」
実
現
の
た
め
の
不
可
欠
の
意
義
を
み
と
め
た
。
つ
ま

り
、
カ
ン
ト
は
伝
統
的
な
「
諸
善
の
秩
序
」
観
を
解
体
し
て
諸
善
の
内
容
を
各
人
の
内
面
の
自
由
に
ゆ
だ
ね
た
が
、
各
人
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
た
「
善
い
生
」（
諸
善
あ
る
い
は
「
生
の
目
的
」）
の
実
質
と
そ
の
実
現
は
、
現
実
の
生
活
世
界
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け
社
会
的

協
同
関
係
の
成
熟
度
に
依
存
し
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ス
の
こ
の
認
識
は
、
カ
ン
ト
が
意
志
論
的
・
ア
プ
リ
オ
リ
に

基
礎
づ
け
た
各
人
の
自
由
な
自
律
を
、
実
際
に
可
能
に
す
る
た
め
の
客
観
的
諸
条
件
を
経
験
界
の
側
か
ら
問
い
返
し
、
そ
れ
を
私
的

―２５５（２）―
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事
柄
と
し
て
で
は
な
く
公
共
的
な
基
本
課
題
と
し
て
据
え
な
お
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ー
レ

ン
ス
ら
の
自
然
法
論
（
法
哲
学
）
の
視
座
は
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル(R

obert
von

M
ohl,

1799-1875)

の
理
性
主
義

的
な
国
法
学
的
ポ
リ
ツ
ァ
イ
（
内
務
行
政
）
論
と
並
ん
で
、
国
家
学
の
近
代
的
再
生
と
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
政
策
課
題
の
提
示
（
目
的

・
手
段
関
係
の
認
識
）
に
深
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ア
ー
レ
ン
ス
は
、
一
八
五
二
年
の
主
著
新
訂
版
（
ド
イ
ツ
語
初
版
）『
法
哲
学
、
あ
る
い
は
自
然
法
、
哲
学
的
・
人
間
学
的
根
拠

に
も
と
づ
い
て
』
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
所
有
権
論
史
を
提
示
し
、
物
権
と
し
て
の
所
有
権
を
、
人
間
存
在
の
「
物
件
必
要
性
」

と
い
う
制
約
性
に
も
と
づ
く
「
人
格
的
な
本
源
的
権
利
」
と
規
定
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
所
有
権
の
根
拠
と
み
な
さ
れ
て
き
た

占
有
・
労
働
・
法
律
・
契
約
は
、
い
ず
れ
も
所
有
権
の
「
取
得
の
仕
方
」
で
あ
り
、
所
有
物
の
法
的
根
拠
（
権
原
）
た
り
え
な
い
と

し
て
退
け
、
所
有
権
を
「
人
格
権
」
か
ら
直
接
的
に
導
出
し
た
。
ア
ー
レ
ン
ス
が
強
調
す
る
の
は
、
所
有
物
の
「
個
人
的
要
素
」
と

並
ぶ
「
社
会
的
・
人
類
的
要
素
」・「
公
共
団
体
的
（
社
会
的
）
要
素
」
で
あ
り
、
か
れ
は
こ
の
二
つ
の
要
素
の
統
合
形
態
を
ゲ
ル
マ

ン
的
・
有
機
的
な
「
全
体
所
有
権
」
に
見
い
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
定
着
さ
せ
た
抽
象
的
な
個
人
主
義
原
理
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典

が
規
定
し
た
私
的
所
有
権
の
排
他
性
と
を
批
判
し
て
、
実
定
法
に
お
け
る
私
有
権
制
限
諸
規
定
を
例
示
し
つ
つ
私
的
所
有
権
の
限
界

と
所
有
権
に
お
け
る
共
同
性
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。

所
有
権
に
お
け
る
共
同
性
は
、
私
的
所
有
に
も
と
づ
く
競
争
原
理
か
ら
相
互
依
存＝

協
同
原
理
へ
の
組
み
換
え
を
骨
子
と
す
る
社

会
組
織
の
改
革
構
想
を
内
包
す
る
。
モ
ー
ル
に
宛
て
た
ア
ー
レ
ン
ス
の
一
八
四
〇
年
一
月
四
日
付
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
の
手
紙
に

は
、「
国
家
以
外
の
諸
領
域
を
自
由
な
独
立
と
自
由
な
諸
結
合
へ
と
組
織
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
数
名
の
仲
間
た
ち
と
議
論
し
て

い
る
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
当
時
の
ア
ー
レ
ン
ス
の
主
要
な
関
心
事
の
一
つ
が
「
自
由
な
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
の
原
理
」（
同

―２５４（３）―
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年
五
月
二
十
九
日
付
の
手
紙
）
と
そ
の
具
体
化
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
改
革
構
想
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
の

ば
あ
い
は
、
自
由
に
描
く
社
会
理
想
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
人
間
の
生
の
「
物
件
依
存
性
」
と
い
う
根
源
的
制
約
に
も
と
づ
く
「
交

友
的
共
同
生
活
」
の
必
然
性
、
各
人
の
有
限
性
を
乗
り
こ
え
る
「
人
間
本
質
の
無
限
性
」
の
表
れ
と
し
て
の
「
社
交
性G

eselligkeit

」

と
い
う
、
ク
ラ
ウ
ゼ
哲
学
の
規
範
的
人
間
観
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
ア
ー
レ
ン
ス
は
こ
の
「
社
交
性
」
の
必
然
性
を
、「
孤
立
化
、

無
制
限
の
競
争
と
分
割
」
に
代
わ
る
べ
き
「
同
輩
関
係G
enossenschaft

の
原
理
」、「
自
由
な
共
同V

ergesellschaftung

の
原
理
」

と
呼
び
、
右
の
ド
イ
ツ
語
版
に
先
立
つ
フ
ラ
ン
ス
語
初
版
（
一
八
三
八
年
）
お
よ
び
同
第
二
版
（
一
八
四
四
年
）
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

人
読
者
向
け
に
、
人
間
の
「
社
交
性sociabilité

あ
る
い
は
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ンassociation

の
能
力
」
を
、
端
的
に
「
平
等
」・「
自

由
」
と
並
ぶ
「
人
格
権
」
の
三
属
性
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
（
１
）

い
た
。

こ
の
よ
う
な
人
間
の
「
社
交
性
」＝
共
同
（
協
同
）
性
に
根
拠
を
お
く
自
由
な
共
同
社
会
へ
の
展
望
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
も
た

ら
し
た
「
私
的
な
個
人
性
原
理
」
に
よ
る
「
社
会
の
個
人
へ
の
分
解
」
と
、
諸
結
社
の
法
制
度
的
解
体
と
に
対
す
る
反
措
定
で
あ
り
、

諸
結
社
の
再
生
と
し
て
の
「
社
会
」
の
発
見
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
人
格
的＝

空
間
的
（
家
族
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
）

と
機
能
的
（
各
種
の
目
的
団
体
）
と
の
二
系
統
の
多
様
な
結
社
・
社
会
団
体
の
は
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
客
観
的
に
制
約
さ
れ
た
生

活
諸
関
係
の
な
か
で
各
人
が
生
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
相
互
支
援
関
係
と
い
う
文
脈
で
、
す
で
に
ク
ラ
ウ
ゼ
の
人

間
学
的
哲
学
か
ら
原
理
的
に
学
ん
で
い
た
。
そ
れ
を
、
近
代
社
会
に
お
け
る
「
自
由
な
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
」
の
組
織
化
と
い

う
実
践
的
な
課
題
意
識
に
結
び
つ
け
る
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
も
の
は
、
一
八
三
一
年
に
始
ま
る
パ
リ
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
の
亡
命

時
代
に
体
験
し
た
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
を
中
心
と
す
る
初
期
社
会
主
義
者
た
ち
と
の
交
流
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
れ
は
そ

の
よ
う
な
体
験
も
ふ
ま
え
て
、
主
著
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
出
版
し
、
存
命
中
に
一
八
六
八
年
の
第
六
版
ま
で
改
訂
を
重
ね
た
が
、
同
時

―２５３（４）―
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に
、
当
初
か
ら
ク
ラ
ウ
ゼ
の
弟
子
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
で
展
開
さ
れ
る
現
実
の
「
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
」
運
動
に
対
し
て

は
期
待
と
批
判
の
両
様
の
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
の
の
ち
に
グ
ラ
ー
ツ
の
法
哲
学
の
教
授
と
し
て
初
め

て
ド
イ
ツ
語
で
出
版
し
た
上
記
の
五
二
年
版
は
、
あ
ら
た
め
て
ド
イ
ツ
の
法
哲
学
の
過
去
と
現
在
へ
の
視
野
の
も
と
で
書
か
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
文
脈
か
ら
、
本
稿
が
主
な
分
析
対
象
に
据
え
る
の
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
が
一
八
三
二
年
に
ド
イ
ツ
語
の
新
聞
に
寄
稿
し
て

全
十
一
回
に
わ
た
っ
て
分
載
さ
れ
た
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
批
判
の
論
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
同
時
代
史
的
に
理
解
す
る
た
め

の
い
わ
ば
水
先
案
内
人
と
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
と
前
後
し
て
祖
国
を
捨
て
て
パ
リ
で
の
生
活
を
始
め
た
詩
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ

(H
einrich

H
eine,

1797-1856)
に
注
目
し
、
そ
の
生
々
し
く
批
判
的
な
時
代
証
言
を
参
照
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
ア
ー
レ
ン
ス

の
右
の
新
聞
論
説
の
連
載
完
了
の
二
ヵ
月
後
に
、
モ
ー
ル
が
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
国
王
誕
生
日
に
よ
せ
て
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で

お
こ
な
っ
た
講
演
で
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
の
と
く
に
経
済
論
を
主
題
に
据
え
て
多
面
的
に
批
判
し
て
い
た
こ
と
も
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
名
望
家
知
識
人
の
危
機
意
識
が
生
ん
だ
「
労
働
者
問
題
」
認
識
の
成
立
の
予
兆
と
し
て
、
留
意
に
あ
た
い
す
る
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
本
稿
が
扱
う
時
代
は
、
一
八
三
二
年
前
後
に
ほ�

ぼ�

限
定
さ
れ
る
。

す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
が
当
時
の
知
識
人
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
状
況
の
一
例
を
、
ア
ー

レ
ン
ス
よ
り
二
歳
年
長
の
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル(John

Stuart
M
ill,
1806-1873)

が
『
自
伝
』（
初
版
は
一
八
七
三

年
）
で
示
し
て
く
れ
て
い
る
。「
新
様
式
の
政
治
思
想
を
わ
た
く
し
に
だ
れ
に
も
ま
さ
っ
て
強
く
ふ
き
こ
ん
だ
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
に
属
す
る
人
た
ち
だ
っ
た
。
一
八
二
九
年
と
三
〇
年
に
わ
た
く
し
は
か
れ
ら
の
著
作
の
い
く
つ
か
を
知
っ
た
。
当

時
は
ま
だ
こ
の
人
た
ち
も
、
そ
の
思
想
の
初
期
に
す
ぎ
ず
、〔
…
…
〕
や
っ
と
世
襲
財
産
制
の
原
理
に
疑
問
を
発
し
は
じ
め
た
と
こ

―２５２（５）―
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ろ
だ
っ
た
。
わ
た
く
し
自
身
は
そ
こ
ま
で
か
れ
ら
に
つ
い
て
行
く
心
が
ま
え
さ
え
全
然
な
か
っ
た
が
、〔
…
…
〕
人
間
の
進
歩
に
は

自
然
の
順
序
が
あ
る
と
い
う
説
と
か
、
と
く
に
、
す
べ
て
の
歴
史
は
組
織
期
と
批
判
期
の
二
つ
に
わ
か
れ
る
と
い
う
説
な
ど
に
は
非

常
に
感
心
し
た
。」「
か
れ
ら
の
進
展
ぶ
り
を
わ
た
く
し
に
絶
え
ず
知�

ら�

せ�

て�

く�

れ�

た�

au
courant

の
は
、
か
れ
ら
の
最
も
熱
心
な
弟

子
の
一
人
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
か
な
り
長
い
期
間
を
イ
ギ
リ
ス
で
過
ご
し
て
い
た
、
ギ
ュ
ス
タ
ヴ
・
デ
シ
ュ
タ
ルG

ustave

d’E
ichthal

氏
だ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
一
八
三
〇
年
に
か
れ
ら
の
首
領
格
の
バ
ザ
ー
ル
と
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
に
も
紹
介
さ
れ
、
か
れ

ら
の
公
開
講
義
や
信
者
獲
得
運
動
が
つ
づ
い
た
か
ぎ
り
は
、
か
れ
ら
の
書
く
も
の
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
読
ん
だ
。〔
…
…
〕
私
有
財

産
や
遺
産
相
続
を
動
か
し
が
た
い
事
実
と
考
え
、
生
産
と
交
換
の
自
由
を
社
会
改
良
の
最
後
の
切
札
と
考
え
る
古
い
経
済
学
は
、
き

わ
め
て
局
限
さ
れ
た
一
時
的
の
価
値
し
か
も
た
ぬ
こ
と
に
は
じ
め
て
わ
た
く
し
の
目
が
あ
い
た
の
は
、
な
か
ば
は
か
れ
ら
の
著
作
に

よ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。」
こ
う
し
て
ミ
ル
は
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
の
お
か
げ
で
、「
思
想
の
転
換
期
の
特
性
」
を
は
っ
き
り
と
認
識

し
、「
そ
の
よ
う
な
時
代
の
道
徳
的
・
知
的
特
徴
を
人
間
の
も
つ
正
常
な
属
性
と
思
い
あ
や
ま
る
こ
と
か
ら
救
わ
れ
た
」
と
自
覚
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
相
対
化
し
て
、「
急
進
論
者
と
な
り
民
主

主
義
者
と
な
っ
た
」
の
で
（
２
）

あ
る
。

二

空
想
的
社
会
主
義
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
自
由
主
義

一

ア
ー
レ
ン
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
七
月
革
命
の
余
波
を
う
け
た
一
八
三
一
年
一
月
八
日
の
学
生
と
市
民
に
よ
る
「
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ

ン
蜂
起
」
の
騒
乱
の
中
で
、
そ
れ
を
主
導
し
た
三
人
の
私
講
師
の
一
人
と
し
て
、
市
参
事
会
員
に
も
選
ば
れ
た
が
、
ま
も
な
く
ハ
ノ
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ー
フ
ァ
ー
王
国
の
軍
隊
に
よ
る
鎮
圧
に
と
も
な
い
、
同
国
を
逃
れ
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
へ
至
り
、
以
後
十
七
年
余
り
に
及
ぶ
亡
命
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
亡
命
四
年
目
の
一
八
三
四
年
の
秋
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
に
対
抗
し
て
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
に
哲
学
の
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
三
年
半
余
り
の
あ
い
だ
に
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
フ
ラ
ン

ス
語
に
熟
達
し
、
フ
ラ
ン
ス
初
期
社
会
主
義
、
と
く
に
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
と
交
流
し
て
、
そ
の
宗
教
観
や
社
会
問
題
対
応
論
に
不
信

と
不
満
を
抱
く
一
方
、
師
ク
ラ
ウ
ゼ
の
哲
学
の
意
義
を
再
確
認
し
て
、
そ
れ
を
パ
リ
の
教
養
層
に
知
ら
し
め
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

そ
れ
は
、
一
八
三
四
年
の
初
め
に
ア
ー
レ
ン
ス
が
パ
リ
大
学
で
、
カ
ン
ト
以
降
の
ド
イ
ツ
哲
学
の
歴
史
、
と
く
に
ク
ラ
ウ
ゼ
に
依
拠

し
た
「
心
理
学
」
に
か
ん
す
る
公
開
講
義
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ア
ー
レ
ン
ス
の
こ
の
パ
リ
講
義
は
、
三
二
年
か
ら
公
教
育
大
臣
の
職
に
つ
い
て
い
た
ギ
ゾ
ー(François-Pierre

G
uilleaum

e

G
uizot,

1787-1874)

か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
斡
旋
し
た
の
は
、
ギ
ゾ
ー
の
片
腕
と
も
な
っ
た
パ

リ
文
科
大
学
の
「
古
代
哲
学
史
」
講
座
の
教
授
ク
ー
ザ
ン(V

ictor
C
ousin,

1792-1867)

で
あ
っ
た
。
そ
の
事
情
に
つ
い
て
、
の
ち

に
死
の
二
年
前
（
一
八
七
二
年
）
に
、
同
じ
ク
ラ
ウ
ゼ
門
下
の
レ
オ
ン
ハ
ル
デ
ィ(H

erm
ann

K
arl
von

L
eonhardi,

1809-1875)

が
プ
ラ
ハ
で
編
集
し
て
い
た
ク
ラ
ウ
ゼ
派
の
雑
誌
『
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
』
に
寄
稿
し
た
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
事
実
上
最
後
の
作
品
と

目
さ
れ
る
、
教
育
改
革
論
を
ふ
く
む
長
文
の
論
説
の
な
か
で
、
か
れ
は
当
時
を
回
想
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
ク
ラ
ウ
ゼ
の
哲
学
体
系
を
、
わ
た
く
し
が
人
間
学
・
心
理
学
・
形
而
上
学
の
基
礎
理
論
の
か
た
ち
で
初
め
て
叙
述
し
た
の
は
、

（
久
し
く
絶
版
に
な
っ
て
い
る
）『
哲
学
講
義C

ours
de
philosophie

』（
全
二
巻
、
一
八
三
七
年
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
著
作

は
、
わ
た
く
し
が
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
省
（
ギ
ゾ
ー
）
の
委
託
を
受
け
て
一
八
三
四
年
に
パ
リ
で
お
こ
な
っ
た
連
続
講
義
に
さ
ら
に
手

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
講
義
に
先
立
っ
て
、
わ
た
く
し
は
ド
イ
ツ
の
最
近
の
哲
学
の
歴
史
に
つ
い
て
私
的
な
講
義
を
お
こ
な
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っ
た
の
だ
が
、
そ
の
あ
と
で
、
わ
た
く
し
の
説
明
し
た
ク
ラ
ウ
ゼ
の
体
系
の
方
向
性
を
非
常
に
重
要
な
も
の
と
と
ら
え
て
、
そ
の
体

系
、
と
く
に
分
析
的
お
よ
び
心
理
学
的
な
部
分
の
知
識
を
フ
ラ
ン
ス
で
広
め
る
こ
と
が
願
わ
し
い
と
考
え
、
わ
た
く
し
に
あ
の
公
開

講
義
を
依
頼
す
る
よ
う
に
教
育
省
に
は
た
ら
き
か
け
た
の
は
、
ク
ー
ザ
ン
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
わ
た
く
し
に
開
け
た
前
途
の
見
込

み
よ
り
も
、
一
八
三
四
年
秋
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
へ
の
招
聘
の
ほ
う
を
選
ぶ
こ
と
を
わ
た
く
し
に
決
心
さ
せ
た
の
は
、
完
全
に
独
立
し

た
哲
学
的
活
動
へ
の
見
込
み
で
あ
っ
た
。『
哲
学
講
義
』
は
、
の
ち
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
ニ
ウ
ェ
ン
ハ
イ
スN

iew
enhuis

教
授
に
よ
っ

て
オ
ラ
ン
ダ
語
に
も
翻
訳
さ
（
３
）

れ
た
。」

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ア
ー
レ
ン
ス
の
『
哲
学
講
義
』
は
、
実
際
に
は
三
六
・
三
八
年
に
『
政
府
の
後
援
の
も
と
に
パ
リ
で
お

こ
な
わ
れ
た
心
理
学
講
義C

ours
de
psychologie

』
と
い
う
書
名
で
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
の
哲
学
の
教
授
」
の
肩
書
き
で

パ
リ
で
公
刊
し
た
二
巻
本
を
さ
し
て
い
る
。
そ
の
原
型
は
、
三
四
年
の
パ
リ
で
の
公
開
講
義
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
『
心
理
学
講
義
』
第
一
巻
に
掲
げ
ら
れ
た
一
八
三
五
年
九
月
十
三
日
付
の
序
文(Préface)

に
し
た
が
え
ば
、「
わ
た
く
し
が

こ
こ
に
哲
学
の
公
論
に
付
す
本
著
作
は
、
公
教
育
大
臣
で
あ
っ
た
ギ
ゾ
ー
氏
が
一
八
三
四
年
の
二
月
に
わ
た
く
し
に
担
当
さ
せ
た
講

義
の
産
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ク
ー
ザ
ン
氏
が
、
哲
学
研
究
に
心
を
く
だ
い
て
、
自
発
的
に
そ
れ
を
か
れ
に
提
案
し
た
こ
と
に
も
と

づ
い
て
い
た
。」
そ
れ
ゆ
え
に
ア
ー
レ
ン
ス
は
、「
そ
の
講
義
の
出
版
の
日
に
、
一
人
の
若
者
の
研
究
の
第
一
歩
を
好
意
的
に
後
押
し

し
よ
う
と
し
て
く
れ
た
こ
の
二
人
の
傑
出
し
た
学
者
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
お
お
や
け
に
呈
上
」
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、「
そ
の
講
義
で
わ
た
く
し
が
設
定
し
た
目
的
は
、
各
講
義
の
対
象
で
あ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
哲
学
が
ド
イ
ツ
で
達
成
し

て
い
る
主
要
な
成
果
を
、
あ
る
体
系
的
な
方
法
で
、
フ
ラ
ン
ス
へ
伝
え
る
こ
と
で
（
４
）

あ
る
。」

そ
の
講
義
主
題
は
、
導
入
部
と
し
て
の
心
理
学
の
歴
史
お
よ
び
講
義
計
画
か
ら
は
じ
ま
り
、
自
然
一
般
と
人
間
の
本
性
、
精
神
と

―２４９（８）―

サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
を
め
ぐ
る
ハ
イ
ネ
、
ア
ー
レ
ン
ス
、
モ
ー
ル
（
上
）



身
体
の
関
係
、
覚
醒
と
睡
眠
、
夢
遊
催
眠
と
動
物
磁
気
と
狂
気
（
以
上
、
第
一
巻
）、
精
神
一
般
の
存
在
、
精
神
の
諸
能
力
（
思
考
・

感
情
・
意
志
）、
思
考
と
知
識
、
想
像
・
反
省
・
理
性
、
心
理
学
か
ら
形
而
上
学
へ
の
移
行
、
神
の
存
在
証
明
を
め
ぐ
る
歴
史
（
ア

ン
セ
ル
ム
、
デ
カ
ル
ト
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
、
カ
ン
ト
）、
神
と
世
界
と
の
関
係
（
結
論
と
し
て
の

人
間
の
個
人
的
か
つ
社
会
的
な
使
命
）（
以
上
、
第
二
巻
）
に
い
た
る
全
十
二
講
で
あ
る
。
第
一
巻
は
「
一
般
人
類
学
を
ふ
く
む
」、

第
二
巻
は
「
本
来
の
心
理
学
、
お
よ
び
形
而
上
学
の
一
般
的
な
部
分
を
ふ
く
む
」
と
い
う
副
題
を
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
て
お
り
、
講
義
の

主
題
は
「
心
理
学
」
を
こ
え
て
哲
学
の
基
本
的
諸
問
題
に
わ
た
っ
て
い
る
。
第
二
巻
に
付
さ
れ
た
三
七
年
十
月
三
日
付
の
序
文

(A
vant-propos)

で
は
、「
心
理
学
か
ら
形
而
上
学
へ
の
移
行
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
わ

た
く
し
は
、
人
間
の
精
神
が
神
の
存
在
の
確
信
へ
と
徐
々
に
高
め
ら
れ
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
い
そ
の
理
路
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
移
行
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
と
く
に
意
を
用
い
た
。」
と
述
べ
、「
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
諸
体
系
と
ク
ラ
ウ
ゼ
の

体
系
と
の
あ
い
だ
に
あ
る
大
き
な
差
異
」
に
留
意
し
つ
つ
、「
世
界
、
人
間
の
社
会
生
活
、
お
よ
び
人
間
の
使
命
に
か
ん
す
る
諸
教

義
」
に
注
目
す
る
の
で
（
５
）

あ
る
。

同
じ
序
文
の
末
尾
で
は
、「
書
肆
の
願
望
に
譲
歩
し
て
、
わ
た
く
し
は
外
的
な
題
名
に
つ
い
て
、
心�

理�

学�

と
い
う
語
を
哲�

学�

の�

講�

義�

と
い
う
語
に
入
れ
替
え
た
。
た
し
か
に
こ
の
題
名
の
ほ
う
が
本
書
の
全
体
に
い
っ
そ
う
ふ
さ
わ
し
い
。
つ
ま
り
、
本
書
で
は
哲
学

の
重
要
な
題
材
を
す
べ
て
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
心
理
学
は
最
も
脆
弱
な
部
分
を
な
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
（
６
）

あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
第
二
巻
も
第
一
巻
と
同
じ
題
名
の
扉
で
出
版
さ
（
７
）

れ
た
。
こ
の
か
ん
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、
以
後
ア
ー

レ
ン
ス
は
、
本
書
に
言
及
す
る
さ
い
に
は
、
上
記
の
例
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
留
保
も
つ
け
ず
に
『
哲
学
講
義
』
と
表
記
し
て
い

る
。
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と
こ
ろ
で
、
上
記
の
『
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
』
掲
載
の
論
説
か
ら
の
引
用
の
後
段
で
は
、
七
月
王
政
下
で
フ
ラ
ン
ス
哲
学
界
の
み

な
ら
ず
教
育
行
政
面
で
も
実
質
的
な
主
導
者
の
地
位
に
つ
く
こ
と
に
な
る
自
由
派
の
ク
ー
ザ
ン
か
ら
高
評
価
を
え
て
引
き
立
て
ら
れ

た
こ
と
を
明
か
し
つ
つ
、
政
権
の
中
枢
に
近
い
講
壇
哲
学
の
指
導
者
の
庇
護
の
も
と
に
立
つ
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
ア
ー
レ
ン

ス
の
自
負
と
自
立
志
向
が
看
取
さ
れ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
ー
ザ
ン
は
、
感
覚
・
理
性
・
意
志
の
三
能
力
の
総
合
、
あ
る
い
は
大
学
で
の
講
義
録
の
一
つ
『
真
・
美
・
善
』

な
ど
に
み
ら
れ
る
調
和＝

折
衷
論
す
な
わ
ち
「
エ
ク
レ
ク
テ
ィ
ス
ムéclectism

e

」
の
主
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
十

八
世
紀
（
と
く
に
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
）
の
感
覚
論
↓
唯
物
論
の
潮
流
に
対
抗
し
て
、
か
れ
の
デ
カ
ル
ト
著
作
集
の
編
集
と
プ
ラ
ト
ン

の
翻
訳
の
仕
事
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
デ
カ
ル
ト
の
理
性
原
理
か
ら
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
復
興
を
展
望
す
る
意
図
に
立
ち
、
革
命
の
混
乱

・
対
立
を
思
想
的
に
克
服
す
る
役
割
を
担
い
つ
つ
、
不
断
に
向
上
を
め
ざ
す
人
間
精
神
の
理
性
的
・
総
合
的
な
は
た
ら
き
を
重
視
す

る
と
い
う
意
味
で
の
一
種
の
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ムspiritualism

e

」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
ク
ー
ザ
ン
は
、
ギ
ゾ

ー
の
初
等
教
育
法
（
三
三
年
）
の
実
質
的
作
成
者
た
る
任
務
を
ふ
く
む
教
育
行
政
改
革
を
担
い
（
四
〇
年
に
テ
ィ
エ
ー
ル
内
閣
の
公

教
育
大
臣
）、
政
治
的
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
抗
し
て
教
育
の
世
俗
化
を
推
進
し
た
自
由
主
義
者
（
政
体
論
と
し
て
は
立
憲
君
主

政
論
者
）
で
あ
っ
た
。

ク
ー
ザ
ン
の
公
的
な
経
歴
の
出
発
点
は
、
一
八
一
五
―
二
〇
年
に
パ
リ
文
科
大
学
の
「
哲
学
史
」
の
教
授
ロ
ワ
イ
エ
‐
コ
ラ
ー
ル

(Pierre-Paule
R
oyer-C

ollard,
1763-1845)

の
代
講
講
師
と
し
て
講
義
を
担
当
し
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
か
ん
、
ク
ー
ザ
ン
は
ド
イ

ツ
哲
学
の
現
況
を
知
る
た
め
に
一
七
年
に
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ャ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
、
ゲ
ー
テ
な
ど
を
、
翌
年
に
は
ヤ
コ
ー
ビ
と
シ
ェ
リ

ン
グ
を
訪
ね
、
そ
れ
以
後
も
ド
イ
ツ
の
学
者
た
ち
と
の
交
流
を
つ
づ
け
た
。
二
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
政
治
の
反
動
化
は
、
ク
ー
ザ
ン
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に
政
府
に
よ
る
講
義
停
止
処
分
を
も
た
ら
す
が
（
二
四
年
の
ド
イ
ツ
旅
行
時
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
当
局
に
よ
っ
て
六
ヶ
月
勾
留
さ
れ

た
）、
二
七
年
末
の
代
議
院
（
下
院
）
選
挙
で
の
自
由
派
の
勝
利
と
翌
年
初
め
の
ヴ
ィ
レ
ー
ル
内
閣
の
退
陣
と
と
も
に
、
ク
ー
ザ
ン

は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
「
現
代
哲
学
史
」
講
座
の
助
教
授
に
任
命
さ
れ
て
講
義
に
復
帰
し
、
熱
烈
な
大
聴
衆
に
迎
え
ら
れ
る
。
三
〇
年
に

は
「
古
代
哲
学
史
」
講
座
の
教
授
職
に
移
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
会
員
に
選
ば
れ
、
七
月
王
政
で
は
、
ク
ー
ザ
ン
は
ギ

ゾ
ー
や
テ
ィ
エ
ー
ル
に
よ
っ
て
登
用
さ
れ
る
。
三
一
年
に
公
教
育
王
立
評
議
会
委
員
と
し
て
初
等
教
育
制
度
の
改
革
の
た
め
に
ド
イ

ツ
の
諸
都
市
を
視
察
、
三
二
年
に
は
貴
族
院
（
上
院
）
議
員
に
選
任
さ
れ
、
三
五
年
に
は
師
範
学
校
（
四
五
年
に
高
等
師
範
学
校

É
cole

norm
ale

supérieure
と
改
称
）
の
校
長
に
就
任
（
８
）

す
る
。

ク
ー
ザ
ン
が
七
月
王
政
の
「
公
認
哲
学
」
の
主
導
者
に
な
っ
た
の
は
、
か
れ
が
理
性
の
能
力
を
信
頼
す
る
「
リ
ベ
ロ
ー
」
の
代
表

と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
初
等
・
中
等
・
高
等
教
育
の
体
系
化
と
世
俗
化
を
つ
う
じ
て
国
民
的
統
合
・
安
定
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
そ
の
中
核
に
哲
学
教
育
を
位
置
づ
け
て
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
攻
撃
か
ら
守
護
す
る
役
割
を
担
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
か

れ
が
主
導
し
た
一
八
三
二
年
の
中
等
教
育
（
リ
セlycées

と
コ
レ
ジ
ュcollèges

）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
は
、
心
理
学
・
論
理

学
・
倫
理
学
を
導
入
し
、
ロ
ッ
ク
、
デ
カ
ル
ト
、
ベ
イ
コ
ン
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
を
教
材
に
採
り
入
れ
て
、
哲

学
史
の
教
育
も
刷
新
（
９
）

し
た
。
ま
た
、
学
問
上
で
は
、
上
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
哲
学
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
ク
ー
ザ
ン
は
、
師
ロ

ワ
イ
エ
‐
コ
ラ
ー
ル
が
フ
ラ
ン
ス
へ
導
入
し
た
ト
マ
ス
・
リ
ー
ド
を
中
心
と
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
常
識
」
哲
学
も
、
す
で
に
吸

収
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
が
三
三
―
三
四
年
の
冬
の
上
述
の
講
義
で
論
じ
た
「
心
理
学
か
ら
形
而
上
学
へ
の
移

行
」
は
ク
ラ
ウ
ゼ
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
主
題
は
、「
エ
ク
レ
ク
テ
ィ
ス
ム
」
の
立
場
か
ら
調
和
と
教
養
の
広
い
視

野
で
哲
学
教
育
を
重
視
し
て
い
た
ク
ー
ザ
ン
に
と
っ
て
も
、
た
し
か
に
興
味
を
引
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
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二

つ
ま
り
、
三
四
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
教
授
就
任
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
一
方
で
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
の
空

想
的
社
会
主
義
、
と
く
に
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
と
交
わ
り
、
他
方
で
は
ル
イ
‐
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
七
月
王
政
に
お
け
る
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
寡

頭
制
を
支
え
た
自
由
派
の
学
理
的
指
導
層
の
知
遇
も
得
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
の
中
で
は
、
と

り
わ
け
最
晩
年
の
バ
ザ
ー
ル(Saint-A

m
and

B
azard,

1791-1832)

と
親
交
を
深
め
て
お
り
、
三
二
年
の
そ
の
死
を
か
れ
は
大
変
悲

し
み
、
バ
ザ
ー
ル
は
死
の
直
前
に
も
ア
ー
レ
ン
ス
と
の
面
談
を
欲
し
て
い
た
（
そ
れ
は
自
分
の
不
在
の
た
め
に
実
現
し
な
か
っ
た
）

旨
を
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
パ
リ
か
ら
ク
ラ
ウ
ゼ
に
宛
て
た
手
紙
（
三
二
年
八
月
十
三
日
付
）
で
記
し
て
（
１０
）

い
る
。
そ
し
て
そ
の
ク
ラ
ウ
ゼ

も
、
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
余
り
の
ち
の
九
月
二
十
七
日
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
卒
中
の
た
め
に
急
逝
す
る
。

そ
の
前
年
、
三
一
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
を
追
わ
れ
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
来
て
い
た
ク
ラ
ウ
ゼ
は
、
大
学
の
教
授
職
へ
の
就
任
を
試

み
た
が
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
バ
ー
ダ
ー
ら
に
よ
る
推
薦
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
反
対
に
よ
っ
て
そ
の
生

涯
最
後
の
希
望
を
く
じ
か
れ
て
い
た
（
三
二
年
（
１１
）

七
月
）。
九
月
の
急
逝
後
は
、
か
れ
よ
り
先
に
同
地
に
来
て
い
た
弟
子
の
レ
オ
ン
ハ

ル
デ
ィ
が
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
わ
ず
か
な
遺
産
の
管
理
者
と
な
る
と
と
も
に
、
師
の
遺
稿
を
受
け
継
い
で
、
そ
の
編
集
・
出
版
の
事
業
に

着
手
（
１２
）

す
る
。

ア
ー
レ
ン
ス
は
フ
ー
リ
エ(François

M
arie

C
harles

Fourier,
1772-1837)

と
も
個
人
的
接
触
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
。
フ
ー
リ
エ
は
一
八
二
九
年
五
月
、
自
分
の
教
説
の
普
及
を
意
図
し
て
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
の
集
会
に
出
席
し
た
が
、
同
派

に
対
し
て
き
わ
め
て
否
定
的
な
印
象
を
う
け
、
そ
れ
以
降
、
繁
栄
す
る
同
派
を
か
な
り
一
方
的
に
非
難
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て

三
一
年
十
一
月
の
同
派
の
分
裂
後
は
、
い
ち
早
く
翌
年
初
め
に
か
け
て
ジ
ュ
ー
ル
・
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ(Jules

L
echevalier,

1800-

1850)

と
ア
ベ
ル
・
ト
ラ
ン
ソ
ン(A

bel-É
tienne-L

ouis
T
ranson,

1805-1876)
が
同
派
を
捨
て
て
フ
ー
リ
エ
派
に
加
わ
り
、
か
れ
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ら
の
呼
び
か
け
は
多
く
の
転
向
者
を
生
ん
だ
（
１３
）

か
ら
、
フ
ー
リ
エ
と
そ
の
支
持
者
た
ち
は
ア
ー
レ
ン
ス
の
近
く
に
い
た
こ
と
に
な
る
。

の
ち
に
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
そ
の
主
著
の
第
二
版
（
一
八
四
四
年
）
で
「
社
交
性
あ
る
い
は
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
能
力
」
に
つ
い
て
論

じ
た
と
き
、
フ
ー
リ
エ
派
の
功
績
を
、「
人
々
を
純
然
た
る
形
式
的
な
政
治
の
先
入
見
か
ら
解
放
し
、
社
会
科
学
の
真
に
積
極
的
な

領
域
へ
引
き
入
れ
る
」
と
い
う
点
に
認
め
つ
つ
、
フ
ー
リ
エ
本
人
に
つ
い
て
は
、「
す
べ
て
の
過
去
と
絶
縁
し
、
人
類
の
道
徳
法
則

の
す
べ
て
を
誤
認
し
て
」、「
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
根
本
諸
条
件
す
ら
認
識
で
き
な
か
っ
た
」
と
批
判
し
た
。
つ
ま
り
、
フ
ー
リ
エ
は

「〔
集
団
原
理
に
よ
っ
て
〕
個
人
主
義
を
破
壊
し
、
人
々
の
好
み
の
充
足
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
を
結
び
つ
け
」、「
か
れ

の
時
代
の
す
べ
て
の
唯
物
論
者
た
ち
か
ら
大
い
に
賞
賛
さ
れ
た
こ
の
利
害
の
原
理
に
よ
っ
て
人
々
を
し
ば
り
つ
け
よ
う
と
し
た
」
の

で
あ
り
、「〈
万
人
の
万
人
に
対
す
る
戦
争
〉
と
い
う
ホ
ッ
ブ
ズ
の
原
理
」
が
、
そ
こ
で
は
「
情
念
の
引
力attractions

passionnelles

」

に
よ
る
「
道
徳
的
戦
争
」
と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
評
し
て
（
１４
）

い
る
。
ア
ー
レ
ン
ス
に
と
っ
て
「
ま
さ
に
ア�

ソ�

シ�

ア�

シ�

オ�

ン�

と
は
、
統
一
性
と
多
様
性
、
共�

同�

性�

la
com

m
unauté

と
個�

体�

性�

l’individualité

と
い
う
対
立
す
る
二
つ
の
要
素
の
調�

和�

的�

な�

原
理
な
の
で
（
１５
）

あ
る
。」

ア
ー
レ
ン
ス
が
こ
の
よ
う
に
当
時
交
渉
を
持
っ
た
空
想
的
社
会
主
義
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
自
由
主
義
と
は
、
断
絶
し
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
的
・
社
会
的
現
実
の
も
と
で
は
事
態
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
第
一
に
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
の
「
産
業
者
」
の
地
位
は
あ
い
ま
い
だ
が
、
私
的
所
有
を
前
提
に
し
た
産
業
体
制
の
自
律
化
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と

い
う
意
味
で
は
、「
サ
ン
‐
シ
モ
ン
の
基
本
的
な
目
標
は
、
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
全
面
的
開
花
で
あ
っ
た
」
と
い
っ
て
よ
い
し
、

か
れ
の
弟
子
た
ち
も
、
こ
の
目
標
の
も
と
で
、
相
続
財
産
の
廃
止
を
主
張
し
つ
つ
、
鉄
道
・
運
河
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
実
践
活

動
に
従
事
し
た
か
ら
、
か
れ
ら
は
全
体
と
し
て
封
建
遺
制
に
対
す
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
立
場
」
を
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
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う
産
業
社
会
を
人
為
的
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
構
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
比
し
て
の
「
フ
ラ
ン
ス

資
本
主
義
じ
た
い
の
幼
弱
性
」
が
表
れ
て
（
１６
）

い
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
空
想
的
社
会
主
義
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
自
由
主
義
の
両
者
に
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
保
守
派
・
極
右
（
過
激
）
王
党
派
と
い
う
共
通
の
敵
が
あ
り
、
す
で
に
復
古
王
政
期
に
ロ
ワ
イ
エ
‐
コ
ラ
ー
ル
や
ギ
ゾ
ー

ら
「
ド
ク
ト
リ
ネ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
自
由
主
義
的
立
憲
派
が
一
四
年
の
ル
イ
十
八
世
の
公
布
し
た
「
憲
章
（
シ
ャ
ル
ト
）」
の
理
念

を
代
弁
し
て
主
張
し
て
い
た
宗
教
的
寛
容
と
出
版
の
自
由
は
、
封
建
遺
制
に
と
も
に
対
抗
す
る
社
会
主
義
（
と
く
に
そ
こ
に
潜
在
し

た
分
権
的
志
向
）
と
自
由
主
義
と
を
架
橋
す
る
要
素
に
な
り
え
た
。

第
二
に
、
こ
れ
も
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
ギ
ゾ
ー
は
政
治
家
で
あ
る
前
に
歴
史
家
で
あ
っ
た
か
ら
、
ピ
エ
ル
・

ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
か
れ
の
目
標
は
「
革
命
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
」、
そ
の
た
め
に
「
革
命
の
知
的
基
盤

を
定
義
し
な
お
す
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
革
命
の
真
の
諸
原
理
を
救
い
出
し
、
そ
れ
ら
を
安
定
し
た
諸
制
度
の
な
か
に
移
し
変
え
る
こ

と
」
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
革
命
の
世
代
を
自
分
た
ち
か
ら
切
り
離
し
、
十
三
世
紀
に
も
及
ぶ
「
権
威
と
自
由
の
闘
争
」
と
い
う
独

自
の
「
文
明
史
」
観
に
立
っ
て
、「
理�

性�

の�

主�

権�

、
政�

治�

的�

能�

力�

、
認�

識�

に�

よ�

る�

代�

議�

制�

と
い
う
三
つ
の
概
念
」
を
用
い
て
い
わ
ば

歴
史
学
を
政
治
空
間
へ
導
入
（
１７
）

し
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ギ
ゾ
ー
は
「
文
明
」
の
担
い
手
と
し
て
の
「
人
間
」
の
具
現
化
を
フ
ラ
ン
ス

の
国
民
的
階
級
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
見
い
だ
し
た
か
ら
、
七
月
革
命
が
自
由
派
を
権
力
に
近
づ
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
か

れ
の
、
そ
し
て
ド
ク
ト
リ
ネ
ル
の
自
由
主
義
は
「
体
制
の
思
想
」
と
な
（
１８
）

っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
ギ
ゾ
ー
と
ク
ー
ザ
ン
が
注
力
し
た
初

等
教
育
法
や
「
ユ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
テ
」
と
呼
ば
れ
る
中
高
等
教
育
統
轄
機
関
の
拡
充
な
ど
一
連
の
教
育
改
革
が
、
教
育
に
よ
る
社
会
的

上
昇
に
道
を
開
き
つ
つ
、
同
時
に
教
育
へ
の
政
府
の
指
導
を
と
お
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
社
会
的
・
文
化
的
支
配
へ
の
寄
与
を
志

向
し
て
い
た
こ
と
が
留
意
さ
（
１９
）

れ
る
。
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革
命
が
生
み
だ
し
た
新
し
い
国
家
は
、
市
民
の
育
成
を
、
つ
ま
り
公
教
育
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
裏
か
ら
い
え
ば
、

『
人
権
宣
言
』
が
理
念
的
に
描
い
た
よ
う
な
自
律
し
た
、
私
的
自
治
を
担
い
う
る
近
代
的
個
人
が
現
実
に
は
ま
だ
十
分
に
成
立
し
て

い
な
い
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
や
フ
ー
リ
エ
も
当
然
こ
の
同
じ
事
態
に
直
面
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
通
常
「
社
会
主

義
者
」
と
し
て
く
く
ら
れ
る
が
、
と
く
に
前
者
は
、
上
述
の
よ
う
に
近
代
的
個
人
と
そ
の
社
会
を
自
由
な
「
産
業
者
」
の
イ
メ
ー
ジ

で
構
想
し
た
と
い
う
点
で
は
自
由
主
義
に
き
わ
め
て
近
接
し
た
位
置
に
あ
り
、
た
だ
、
サ
ン
‐
シ
モ
ニ
ア
ン
た
ち
は
、
ギ
ゾ
ー
ら
が

「
理
性
の
主
権
」
の
概
念
で
正
当
化
し
た
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
政
治
支
配
（
財
産
秩
序
に
も
と
づ
く
代
議
制
）
を
拒
否
し
た
か
ら
、

社
会
そ
の
も
の
の
組
織
化
つ
ま
り
「
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
」
に
未
来
を
託
す
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
と
く
に

分
裂
（
一
八
三
一
年
）
後
の
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
主
導
下
の
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
は
、
権
威
主
義
的
「
秩
序
」
志
向
（
宗
教
的
位
階

制
）
へ
の
傾
斜
を
い
っ
そ
う
強
め
、
自
由
派
か
ら
離
れ
て
正
統
王
朝
派
へ
の
接
近
さ
え
も
示
し
た
。
一
方
、
フ
ー
リ
エ
と
弟
子
た
ち

は
、
労
働
が
快
適
化
し
た
理
想
社
会
の
建
設
実
験
に
ま
で
突
き
進
む
。

そ
し
て
第
三
に
、
ク
ー
ザ
ン
は
貧
し
い
職
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
か
れ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
イ
デ
オ
ロ
グ
の
自
分
か
ら
の

離
反
を
き
ら
っ
て
一
八
〇
三
年
に
廃
止
し
た
学
士
院
第
二
部
門
（
一
七
九
五
年
創
設
の
「
道
徳
と
政
治
の
科
学
類
」）
を
三
二
年
に

復
活
さ
せ
る
こ
と
に
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
、
そ
の
「
道
徳
・
政
治
科
学
ア
カ
デ
（
２０
）

ミ
ー
」
は
哲
学
史
研
究
を
振
興
し
た
だ
け
で
な

く
、
は
や
く
も
三
四
年
に
労
働
者
問
題
の
調
査
に
着
手
し
た
（
２１
）

こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
現
実
の
社
会
問
題
へ
の
関
心
は
政
治
的
立
場
の

違
い
を
超
え
て
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
す
で
に
三
一
年
十
一
月
に
リ
ヨ
ン
の
絹
織
物
工
の
蜂
起
が
あ
り
、
お
ま
け
に
翌
年
の
パ
リ

は
コ
レ
ラ
の
蔓
延
に
み
ま
わ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
前
、
二
五
年
に
サ
ン
‐
シ
モ
ン
が
『
新
キ
リ
ス
ト
教
』
の
公
刊
直
後
に
没
し
て
の

ち
、
た
だ
ち
に
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
以
下
サ
ン
‐
シ
モ
ニ
ア
ン
に
よ
る
伝
道
活
動
が
始
ま
っ
て
い
た
。
ル
イ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
が
パ
リ
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の
「
野
蛮
人barbares

」、「
未
開
人sauvages

」、「
浮
浪
者nom

ades

」、
つ
ま
り
新
し
い
「
危
険
な
階
級
、
労
働
階
級
」
の
群
生
に
対

す
る
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
呪
詛
の
声
を
例
示
し
て
い
る
よ
（
２２
）

う
に
、
ま
た
、
そ
の
ご
ロ
ベ
ー
ル
・
カ
ス
テ
ル
が
、
賃
金
労
働
の
近
代
性

の
反
面
で
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
出
現
し
た
大
衆
的
窮
乏
と
し
て
の
「
貧
困
問
題paupérism

e

」
の
発
見
と
そ
れ
へ
の
危
機
意
識
の

ひ
ろ
が
り
を
描
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
、「
十
九
世
紀
前
半
の
特
徴
と
は
、
あ
る
種
の
貧
困
、
つ
ま
り
富
の
増
大
と
文
明
の
進
歩
が

も
た
ら
し
た
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
窮
乏m

isère

が
意
識
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
（
２３
）

に
あ
」
っ
た
。
た
と
え
ば
ア
ル
マ
ン
・

ド
・
ム
ラ
ン(A

rm
and

de
M
elun,

1807-1877)

の
よ
う
な
正
統
王
朝
派
の
一
部
で
さ
え
（
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ー
リ
ー
党
の
人
道
主
義

者
た
ち
の
よ
う
に
）、
そ
う
し
た
認
識
を
共
有
し
て
「
恐
る
べ
き
窮
乏
」
を
改
善
し
よ
う
と
尽
力
す
る
多
様
な
人
々
の
一
翼
を
形
成

し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
階
級
的
「
窮
乏
」
と
い
う
社
会
問
題
の
原
因
と
対
策
に
も
か
か
わ
る
社
会
構
造
自
体
へ
の
視
野
と
い

う
点
で
も
、
生
産
と
消
費
の
不
均
衡
に
着
目
し
て
ス
ミ
ス
理
論
の
修
正
を
企
図
し
た
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
（『
経
済
学
新
原
理
』
は
一
八

一
九
年
）
を
重
要
な
一
先
駆
と
し
て
、
そ
れ
を
た
ん
に
物
質
的
問
題
（
生
産
性
の
裏
面
と
し
て
の
雇
用
の
不
安
定
）
と
し
て
で
は
な

く
、
カ
ス
テ
ル
も
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
す
ぐ
れ
て
道
徳
の
問
題
、
一
種
の
野
蛮
状
態
、
社
会
性
喪
失
状
態
と
と
ら
え

て
、
恒
常
的
な
不
安
定
性
を
社
会
的
紐
帯
の
喪
失
に
重
ね
る
認
識
が
す
で
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
革
命

が
な
し
と
げ
た
旧
中
間
団
体
の
法
的
一
掃
が
も
た
ら
し
た
負
の
遺
産
を
め
ぐ
る
問
題
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
民

衆
の
連
帯
の
あ
り
方
を
社
会
の
「
組
織
化
」
の
問
題
と
と
ら
え
て
模
索
し
た
社
会
主
義
諸
派
は
、
そ
れ
を
「
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
」
と

呼
び
、
こ
れ
が
三
〇
―
四
〇
年
代
に
は
時
代
の
声
と
な
っ
た
。

し
か
も
第
四
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
軌
道
を
敷
い
た
非
キ
リ
ス
ト
教
化
（
カ
ト
リ
ッ
ク
の
政
治
的
支
配
の
排
除
に
よ
る
「
文
化
革

―２４１（１６）―
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命
」
あ
る
い
は
「
習
俗
の
（
２４
）

革
命
」）
を
革
命
の
成
果
と
し
て
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
社
会
問
題
へ
の
対
応
論
は
、
民
衆
を
道�

徳�

的�

に�

統
合
す
る
機
能
を
何
ら
か
の
共
同
体
的
新
宗
教
に
託
す
試
み
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
社
会
主
義
諸
派
が
こ
も
ご

も
「
人
類
教
」
的
に
「
世
俗
宗
教
」
の
形
態
を
と
お
し
て
提
起
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
新
社
会
構
想
の
い
わ
ば
苗
床
と
し
て
の
社
会
的
分

裂
と
い
う
現
実
は
、
革
命
期
に
端
を
発
す
る
公
教
育
の
世
俗
化
を
擁
護
し
さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と
し
た
ギ
ゾ
ー
ら
七
月
王
政
の
自
由

主
義
的
主
流
派
に
と
っ
て
も
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
に
か
か
わ
る
基
本
課
題
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ギ
ゾ
ー
が

用
意
し
た
回
答
は
、「
す
ぐ
れ
た
能
力
の
持
ち
主la
supériorité

」
に
よ
る
民
衆
に
対
す
る
「
新
た
な
後
見
関
係nouvelles

tutelles

」

と
い
う
「
社
会
契
約
」
に
も
と
づ
く
社
会
秩
序
の
再
建
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
の
制
限
選
挙
の
正
当
化
で
あ
（
２５
）

っ
て
、「
理
性
の
主

権
」
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
現
に
政
治
実
践
も
な
さ
れ
た
も
の
は
結
局
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
寡
頭
支
配
に
帰
着
し
た
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
「
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
」
志
向
の
出
現
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
信
徒
の
「
良
心
の
権
利
」・「
自
由
な
理
性
の

権
利
」
を
求
め
て
ロ
ー
マ
教
会
の
権
威
主
義
と
闘
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
民
主
派
の
ラ
ム
ネ(Félicité

R
obert

de
L
am
ennais,

1782-

1854)

の
独
自
の
運
動
も
ふ
く
め
て
、
社
会
の
秩
序
を
め
ぐ
る
そ
う
し
た
諸
対
抗
は
二
月
革
命
へ
と
流
れ
込
ん
で
ゆ
く
。

三

パ
リ
の
ハ
イ
ネ
の
人
物
評

（
一
）
『
ド
イ
ツ
宗
教
・
哲
学
史
考
』
と
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派

一

と
こ
ろ
で
ク
ー
ザ
ン
の
口
利
き
で
実
現
し
た
三
四
年
初
め
の
ア
ー
レ
ン
ス
の
パ
リ
大
学
で
の
公
開
講
義
は
、「
レ
オ
ン
ハ
ル

デ
ィ
が
書
き
ク
ラ
ウ
ゼ
が
校
閲
し
た
ク
ラ
ウ
ゼ
哲
学
の
要
約
を
利
用
し
て
（
２６
）

い
た
」
と
い
わ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
哲
学
の
近
況
の
紹
介
と

―２４０（１７）―
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し
て
成
功
を
収
め
た
よ
う
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
の
作
品
『
ド
イ
ツ
の
宗
教
と
哲
学
の
歴
史
に
よ
（
２７
）

せ
て
』（
以
下
、『
ド
イ

ツ
宗
教
・
哲
学
史
考
』
と
記
す
）
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
こ
の
講
義
を
聴
い
て
触
発
さ
れ
、
あ
る
い
は
一
定
の
影
響
を
う
け
た
も
の
だ

と
い
う
推
定
も
存
在
す
る
。

詩
人
ハ
イ
ネ
は
、
七
月
革
命
の
報
に
接
し
て
奮
起
、
翌
三
一
年
五
月
に
祖
国
プ
ロ
イ
セ
ン
と
訣
別
し
て
パ
リ
に
着
き
、
そ
の
翌
年

に
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
状
態
」
を
『
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
一
般
新
聞
』
に
継
続
寄
稿
し
た
り
、『
ロ
マ
ン
派
』
を
書
き
始
め
た
り
し
て
い

た
。
ド
イ
ツ
で
は
五
月
末
に
民
主
派
・
自
由
派
に
よ
る
ハ
ン
バ
ッ
ハ
祭
が
三
万
人
を
集
め
、
た
だ
ち
に
メ
タ
ー
ニ
ヒ
と
各
国
政
府
に

よ
り
言
論
弾
圧
が
強
化
さ
れ
る
。
ハ
イ
ネ
よ
り
少
し
前
に
亡
命
し
て
い
た
ア
ー
レ
ン
ス
は
、「
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
蜂
起
」
を
主
導
し

た
三
人
の
私
講
師
の
一
人
テ
オ
ド
ー
ル
・
シ
ュ
ス
タ
ー(T

heodor
Schuster,

1808-1872)

と
と
も
に
パ
リ
で
ハ
イ
ネ
と
交
流
し
、

三
者
は
パ
リ
の
亡
命
者
団
体
で
あ
っ
た
「
ド
イ
ツ
人
民
協
会
」
に
参
加
し
た
。「
ア
ー
レ
ン
ス
は
、〔
こ
の
協
会
の
印
刷
物
の
編
集
力

を
強
化
す
る
方
策
を
協
議
す
る
た
め
に
〕
一
八
三
三
年
十
二
月
二
十
二
日
に
ハ
イ
ネ
の
も
と
に
集
ま
っ
た
文
筆
家
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

の
一
員
で
あ
（
２８
）

っ
た
。」
し
た
が
っ
て
、
三
四
年
初
め
の
ア
ー
レ
ン
ス
の
公
開
講
義
を
ハ
イ
ネ
も
聴
い
た
で
あ
ろ
う
と
「
か
な
り
の
確

度
で
」推
定
す
る
こ
と
が
で
（
２９
）

き
る
。

ハ
イ
ネ
の
『
ド
イ
ツ
宗
教
・
哲
学
史
考
』
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ブ
リ
ー
ク
レ
ー
プ
編
集
の
『
ハ
イ
ネ
全

集
』
で
は
、
本
書
の
注
釈
の
な
か
で
、
一
八
三
七
年
に
著
述
家
ム
ン
ト(T

heodor
M
undt,

1808-1861)

が
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。「
ド
イ
ツ
の
哲
学
と
宗
教
に
か
ん
す
る
か
れ
の
論
説
は
、
現
在
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
い
る
才
知
豊
か

な
ア
ー
レ
ン
ス
が
、
当
時
、
政
府
の
依
頼
で
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
パ
リ
で
お
こ
な
っ
た
講
演
に
と
り
わ
け
示
唆
を
得
て
生
ま

れ
た
。
ハ
イ
ネ
自
身
は
こ
の
著
作
を
た
い
し
た
も
の
で
は
な
い
と
み
な
し
て
い
る
が
、
わ
た
く
し
に
は
率
直
に
言
っ
て
、
最
も
深
遠
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な
テ
ー
マ
を
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
に
お
も
し
ろ
く
仕
上
げ
て
、
若
い
女
子
寄
宿
生
や
お
針
子
嬢
た
ち
で
さ
え
楽
し
く
読
め
、
読
ん
だ

あ
と
に
は
、
も
う
哲
学
が
全
部
わ
か
っ
た
と
言
い
か
ね
な
い
よ
う
な
や
り
方
は
、
い
た
だ
け
（
３０
）

な
い
。」
ム
ン
ト
が
批
判
し
た
の
は
ハ

イ
ネ
の
筆
の
運
び
方
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
感
覚
論
を
キ
リ
ス
ト
教
と
結
合
さ
せ
る
立
場
に
立
っ
て
、
ハ
イ
ネ
の
汎

神
論
的
な
キ
リ
ス
ト
教
観
を
批
判
（
３１
）

し
た
。

マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ン
ト
フ
ー
ル
を
総
編
集
者
と
す
る
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
版
『
ハ
イ
ネ
全
集
』
も
、
右
の
ム
ン
ト
の
指
摘
の

前
段
を
引
用
し
て
、
ハ
イ
ネ
の
ア
ー
レ
ン
ス
へ
の
「
依
存
」
を
最
初
に
語
っ
た
も
の
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
ヴ
ィ
ン
ト
フ
ー
ル

自
身
は
こ
の
ム
ン
ト
の
見
方
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
ア
ー
レ
ン
ス
の
パ
リ
講
義
の
時
点
で
は
、
ハ
イ
ネ
の
全
体
構
想

は
す
で
に
固
ま
っ
て
お
り
、
第
一
巻
は
す
で
に
完
成
し
て
世
に
出
て
い
た
」
し
、
内
容
の
点
で
も
、
と
く
に
神
観
念
に
つ
い
て
は
、

ア
ー
レ
ン
ス
が
ク
ラ
ウ
ゼ
的
な
「
観
念
論
的
・
人
類
学
的
な
漸
層
論G

radationslehre

」
に
立
っ
て
「
経
験
的
な
も
の
か
ら
絶
対
的

な
も
の
へ
の
漸
進
的
な
認
識
進
歩
」
を
想
定
す
る
の
に
対
し
て
、
ハ
イ
ネ
は
汎
神
論
に
立
つ
か
ら
、
両
者
の
見
地
は
異
な
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、「
当
時
は
ま
だ
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
続
編
〔
第
二
巻
・
第
三
巻
〕
に
ア
ー
レ
ン
ス
が

影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
は
残
る
だ
ろ
う
。
か
れ
は
と
く
に
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
以
降
の
ド
イ
ツ
哲
学
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
な
お
さ

ら
そ
う
で
あ
る
」、
と
ヴ
ィ
ン
ト
フ
ー
ル
は
認
め
て
（
３２
）

い
る
。

二

ム
ン
ト
の
個
人
的
感
懐
と
は
無
関
係
に
、
ハ
イ
ネ
の
『
ド
イ
ツ
宗
教
・
哲
学
史
考
』
は
、
自
由
を
求
め
る
近
代
的
生
命
力
の

躍
動
す
る
批
判
的
精
神
が
生
み
だ
し
た
ド
イ
ツ
思
想
史
の
簡
明
な
展
望
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
死
ん
で
三
年
後
（
ゲ
ー
テ
没
後
二

年
）
と
い
う
段
階
で
の
同
時
代
人
の
意
識
と
情
報
参
照
世
界
を
映
し
だ
し
て
い
る
史
料
と
し
て
も
、
こ
ん
に
ち
な
お
有
益
で
あ
る
。

し
か
も
、
パ
リ
で
ド
イ
ツ
精
神
史
を
フ
ラ
ン
ス
人
に
紹
介
す
る
と
い
う
ハ
イ
ネ
の
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
、
一
方
で
フ
ラ
ン
ス
の
感
覚
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論
や
唯
物
論
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
を
既
知
の
前
提
に
し
て
参
照
す
る
よ
う
な
相
対
化
視
点
が
、
現
代
的
な
新
鮮
さ
を
維
持
さ
せ

て
い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
巻
は
「
宗
教
改
革
と
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
」、
第
二
巻
は
「
ド
イ
ツ
哲
学

革
命
の
先
駆
者
。
ス
ピ
ノ
ザ
と
レ
ッ
シ
ン
グ
」、
第
三
巻
は
「
哲
学
革
命
。
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
」、
と
い
う
当
初
の

フ
ラ
ン
ス
語
雑
誌
版
に
付
さ
れ
た
表
題
は
各
巻
の
重
点
項
目
を
指
す
に
す
ぎ
ず
、
実
際
の
論
究
対
象
は
は
る
か
に
広
大
で
あ
り
、
か

つ
ハ
イ
ネ
ら
し
く
具
体
的
挿
話
で
彩
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
貫
か
れ
て
い
る
も
の
は
「
思
想
の
自
由
」
の
形
成
と
い
う
ヒ
ュ
ー
マ
ン

な
視
点
で
あ
り
、「
宗
教
革
命
」、「
哲
学
革
命
」
を
へ
て
、
ド
イ
ツ
で
つ
ぎ
に
来
る
べ
き
も
の
と
し
て
の
「
政
治
革
命
」
へ
、
と
い

う
展
望
と
確
信
で
あ
る
。

そ
こ
で
の
ハ
イ
ネ
の
柔
軟
な
筆
は
魅
力
的
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
か
れ
の
世
界
観
の
根
本
に
か
か
わ
る
論
点
の
一
つ
と
し

て
、
汎
神
論Pantheism

us

と
超
越
神
論D

eism
us

と
の
対
比
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
す
で
に
第
一
巻
で
、
ま
ず
自
然
崇
拝
に
由
来

す
る
古
代
ゲ
ル
マ
ン
の
多
様
な
民
間
信
仰
に
汎
神
論
的
世
界
観
を
み
と
め
た
う
え
で
、
つ
ぎ
に
、
善
悪
二
元
論
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
教

が
そ
れ
ら
を
「
悪
魔
」
視
し
て
肉
を
敵
視
す
る
禁
欲
主
義
を
説
い
た
の
に
対
し
て
、
ル
タ
ー
は
「
酒
と
女
と
歌
と
を
愛
し
え
な
い
男

は
一
生
涯
ば
か
だ
」
と
言
っ
て
、
魂
だ
け
で
な
く
肉
を
も
も
つ
人
間
の
本
来
の
姿
を
復
権
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
宗
教
は
再
び
ほ

ん
も
の
の
宗
教
に
な
っ
た
」
と
と
ら
え
る
。
第
二
巻
で
は
、
近
代
哲
学
の
父
を
デ
カ
ル
ト
と
し
、
そ
の
唯
物
論
的
傾
向
を
継
承
し
た

「
長
男
」
を
ロ
ッ
ク
（
フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
の
始
祖
）
に
、
観
念
論
的
傾
向
を
受
け
継
い
だ
「
次
男
」
を
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
に
み
と
め
た

う
え
で
、「
三
男
」
た
る
ス
ピ
ノ
ザ
を
「
こ
ん
に
ち
の
ド
イ
ツ
で
思
想
界
の
唯
一
の
支
配
者
と
な
っ
た
男
」
と
位
置
づ
け
る
。「
ス
ピ

ノ
ザ
は
、
こ
う
説
く
。
た
だ
一
つ
の
実
体
が
あ
る
。
そ
れ
は
神
で
あ
る
。
こ
の
唯
一
の
実
体
は
無
限
で
あ
り
、
絶
対
的
で
あ
る
。
す

べ
て
の
有
限
の
も
の
は
こ
の
実
体
か
ら
わ
か
れ
て
出
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
は
こ
の
実
体
の
う
ち
に
ふ
く
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
実
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体
の
う
ち
に
出
没
す
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
は
た
だ
相
対
的
な
、
一
時
的
な
、
偶
然
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
絶
対
的
な
実
体
は

わ
れ
わ
れ
人
間
に
は
、
無
限
の
思
考
と
い
う
形
式
と
無
限
の
延
長
と
い
う
形
式
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
二
つ
、
つ
ま
り
無
限
の

思
考
と
無
限
の
延
長
と
は
、
絶
対
的
な
実
体
の
二
つ
の
属
性
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
た
だ
こ
の
二
つ
の
属
性
し
か
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。」「
人
間
の
精
神
は
神
の
無
限
の
思
考
の
一
光
線
に
す
ぎ
な
い
。
人
間
の
肉
体
は
神
の
無
限
の
延
長
の
一
原
子
に

す
ぎ
な
い
。
神
こ
そ
人
間
の
心
と
か
ら
だ
と
の
無
限
の
原
因
で
あ
り
、
生�

み�

い�

だ�

す�

自�

然�

natura
naturans

で
（
３３
）

あ
る
。」

ハ
イ
ネ
に
し
た
が
え
ば
、「
汎
神
論
の
神
と
超
越
神
論
の
神
と
は
、
つ
ぎ
の
点
で
区
別
さ
れ
る
。
つ
ま
り
前
者
は
世
界
そ
の
も
の

の
な
か
に
い
る
が
、
後
者
は
世
界
の
ま
っ
た
く
外
に
、
い
い
か
え
る
と
世
界
を
超
越
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
超
越
神
論
の
神
は
上
か

ら
世
界
を
、
自
分
か
ら
分
か
れ
て
で
き
た
一
つ
の
施
設
と
し
て
支
配
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
支
配
の
仕
方
に
つ
い
て
は
超
越
神

論
者
の
意
見
は
い
ろ
い
ろ
と
ち
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ヘ
ブ
ラ
イ
人
は
、
こ
の
超
越
神
を
や
か
ま
し
く
ど
な
り
つ
け
る
暴
君
だ
と

思
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
や
さ
し
い
父
親
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ル
ソ
ー
の
弟
子
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
学
派
の
者
は
み
な
、

こ
の
超
越
神
を
、
自
分
ら
の
父
が
時
計
を
つ
く
る
よ
う
に
こ
の
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
た
か
し
こ
い
技
師
だ
と
思
っ
て
い
る
。」「
超
越

神
論
者
に
は
、
魂
だ
け
が
と
う
と
い
も
の
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
超
越
神
論
者
は
魂
を
、
い
わ
ば
神
の
い
ぶ
き
と
み
な
し
て
い
る

か
ら
だ
。」
だ
か
ら
「
ユ
ダ
ヤ
人
は
肉
体
を
つ
ま
ら
な
い
も
の
と
み
な
し
た
。」「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
道
を
さ
ら
に

つ
き
す
す
ん
で
、
肉
体
を
非
難
す
べ
き
も
の
、
わ
る
い
も
の
、
い
や
、
わ
ざ
わ
い
そ
の
も
の
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。」
キ
リ
ス

ト
教
は
「
あ
ま
り
に
気
高
く
、
あ
ま
り
に
清
ら
か
で
、
あ
ま
り
に
立
派
す
ぎ
た
の
で
」、「
実
際
に
お
こ
な
う
こ
と
は
け
っ
し
て
で
き

な
か
っ
た
。」「
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
思
想
を
実
行
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
き
わ
め
て
無
残
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
不
幸
な
試
み
の
た
め
に
人
類
は
、
か
ぞ
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
犠
牲
を
は
ら
っ
て
き
た
。」「
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
社
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会
制
度
の
第
一
の
目
的
は
、
物
質
つ
ま
り
肉
に
も
と
の
権
利
を
と
り
も
ど
し
て
や
る
こ
と
、〔
…
…
〕
物
質
を
精
神
つ
ま
り
魂
と
和

解
さ
せ
る
こ
と
で
（
３４
）

あ
る
。」

汎
神
論
に
つ
い
て
さ
ら
に
い
え
ば
、「
神
は
世
界
そ
の
も
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕
神
は
〔
植
物
や
動
物
と
し
て
、
さ
ら
に
は
〕
人
間

と
し
て
、
最
も
み
ご
と
に
公
然
と
あ
ら
わ
れ
る
。〔
…
…
〕
神
は
人
間
に
自
覚
さ
れ
る
。〔
…
…
〕
こ
の
神
の
自
覚
と
そ
の
自
覚
の
表

現
と
は
、
個
々
の
人
間
で
は
な
く
〔
世
代
を
つ
な
い
で
〕
人
類
全
体
に
お
い
て
な
さ
（
３５
）

れ
る
。」

「
フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
の
原
理
を
基
礎
と
す
る
政
治
革
命
に
対
し
て
汎
神
論
者
は
け
っ
し
て
敵
対
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ

そ
の
味
方
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
味
方
は
、
フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
よ
り
も
も
っ
と
深
い
泉
か
ら
、
宗
教
的
な
〔
魂
と
か
ら
だ
と
の
〕
総

合
か
ら
そ
の
確
信
を
く
み
と
っ
て
い
る
の
で
（
３６
）

あ
る
。」
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
革
命
の
近
代
的
意
義
を
、
ド
イ
ツ
の
汎
神
論
者

は
、
い
わ
ば
長
期
に
わ
た
る
哲
学
史
の
視
野
か
ら
、
は
っ
き
り
承
認
し
て
い
る
の
だ
と
ハ
イ
ネ
は
言
う
の
で
あ
る
。

「
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
が
こ
う
し
た
汎
神
論
の
立
場
を
多
少
と
も
理
解
し
て
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
け
れ
ど
も
サ

ン
‐
シ
モ
ン
主
義
は
不
便
な
土
地
で
成
長
し
た
。
ま
わ
り
を
と
り
ま
く
唯
物
論
者
に
少
な
く
と
も
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
は
お
さ
え
つ

け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
は
フ
ラ
ン
ス
よ
り
は
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
で
よ
り
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
ド
イ
ツ
こ
そ
汎
神
論
の
最
も
栄
え
や
す
い
土
地
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
汎
神
論
は
ド
イ
ツ
の
最
も
偉
大
な
思
想
家
、
最

も
す
ぐ
れ
た
芸
術
家
の
い
だ
い
て
い
る
宗
教
で
あ
る
。
超
越
神
論
は
ド
イ
ツ
で
は
理
論
的
に
は
、
と
っ
く
の
む
か
し
に
つ
ぶ
れ
て
し

ま
っ
た
。〔
…
…
〕
超
越
神
論
は
ド
イ
ツ
で
は
〔
…
…
〕
無
思
慮
な
人
民
大
衆
の
あ
い
だ
に
、
ど
う
に
か
の
こ
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

こ
う
し
た
事
情
は
口
に
出
し
て
は
言
わ
な
い
が
、
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
汎
神
論
は
ド
イ
ツ
で
は
公
然
の
秘
密
に

な
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
人
は
超
越
神
論
か
ら
抜
け
出
す
ほ
ど
成
長
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
自
由
人
で
あ
る
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か
ら
、
や
か
ま
し
く
ど
な
り
つ
け
る
暴
君
な
ど
は
い
ら
（
３７
）

な
い
。」
そ
れ
が
ド
イ
ツ
の
現
状
だ
と
言
う
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
汎
神
論

を
介
し
て
、
ハ
イ
ネ
は
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ハ
イ
ネ
が
「
レ
ッ
シ
ン
グ
は
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
後
継
者
で
あ
る
」
と
述
べ
る
の
は
、
ル
タ
ー
が
「
ド
イ
ツ
人
を
カ
ト
リ
ッ

ク
教
の
伝
統
か
ら
解
放
し
た
」
の
に
対
し
て
、
今
度
は
新
た
に
「
専
制
君
主
」
に
な
っ
た
「
聖
書
の
字
句
」
か
ら
ド
イ
ツ
人
を
解
放

し
よ
う
と
奮
闘
し
た
の
が
レ
ッ
シ
ン
グ
だ
っ
た
と
み
な
す
か
ら
で
あ
る
。「
レ
ッ
シ
ン
グ
の
言
う
に
は
、
字
句
の
解
釈
と
い
う
の
が

キ
リ
ス
ト
教
の
か
ぶ
っ
て
い
る
最
後
の
皮
だ
。
こ
の
皮
を
と
っ
て
し
ま
え
ば
、
は
じ
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
は
、〔
…
…
〕
そ
の
頃
の
ド
イ
ツ
で
あ
ら
ゆ
る
形
で
通
用
し
て
い
た
も
の
、
つ
ま
り

超
越
神
論
そ
の
も
の
で
あ
る
。」
そ
の
レ
ッ
シ
ン
グ
が
「
世
間
か
ら
誤
解
さ
れ
、
に
く
ま
れ
、
の
の
し
ら
れ
て
死
ん
だ
」
そ
の
同
じ

一
七
八
一
年
に
、「
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
が
あ
ら
わ
れ
た
。」「
こ
の
本
で
ド
イ
ツ
の
思
想
上
の
革
命
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ

の
ド
イ
ツ
の
思
想
革
命
は
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
革
命
と
不
思
議
な
ほ
ど
似
て
い
て
」、「
ラ
イ
ン
河
の
左
岸
と
右
岸
と
で
等
し
く
過
去
の

き
ず
な
は
断
ち
切
ら
れ
、〔
…
…
〕
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
れ
ま
で
の
社
会
制
度
の
か
な
め
石
で
あ
っ
た
王
政
が
倒
さ
れ
た
が
、
ド
イ
ツ

で
は
こ
れ
ま
で
の
思
想
支
配
の
か
な
め
石
で
あ
っ
た
超
越
神
論
が
倒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」「
い
ま
死
の
覚
悟
を
し
て
い
る
の
は
、
老

エ
ホ
バ
で
あ
る
。」「
ほ
ら
、
鐘
が
鳴
る
！

ひ
ざ
ま
ず
け
！

滅
び
ゆ
く
超
越
神
に
最
後
の
晩
餐
を
さ
さ
げ
る
と
（
３８
）

き
だ
。」
―
―
こ

う
し
て
第
二
巻
が
終
わ
る
。

し
た
が
っ
て
第
三
巻
の
は
じ
め
に
登
場
す
る
カ
ン
ト
は
、「
現
象
」
と
「
本
体
」
の
区
別
に
よ
っ
て
「
人
間
の
認
識
の
限
界
を
示

す
」
と
同
時
に
、「
神
の
存
在
に
つ
い
て
の
超
越
神
論
者
の
証
明
を
破
壊
し
た
」
か
ら
、「
超
越
神
は
カ
ン
ト
以
後
は
思
弁
的
理
性
の

範
囲
内
で
は
、
滅
び
て
し
ま
っ
た
」。
た
だ
し
、「
実
践
的
理
性
を
魔
法
の
杖
の
よ
う
に
使
っ
て
、〔
一
度
は
理
論
的
理
性
に
殺
さ
れ
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て
い
た
〕
超
越
神
の
死
体
に
活
を
入
（
３９
）

れ
た
。」
こ
の
よ
う
に
カ
ン
ト
か
ら
は
じ
ま
っ
た
思
想
運
動
は
、
そ
の
「
批
判
精
神
」
に
よ
っ

て
ド
イ
ツ
に
「
哲
学
革
命
」
を
も
た
ら
し
、「
哲
学
は
ド
イ
ツ
国
民
全
体
の
問
題
と
な
っ
た
。」
ま
も
な
く
フ
ィ
ヒ
テ
は
、「
経
験
の

対
象
と
な
る
も
の
だ
け
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
う
る
」
と
考
え
、
超
験
的
観
念
論
は
無
神
論
へ
い
（
４０
）

た
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学

は
、「
神
は
自
然
と
思
考
、
つ
ま
り
物
と
心
と
が
絶
対
的
に
一
致
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
考
え
る
か
ら
、
汎
神
論
的
と
な
る
。
し
か

し
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
そ
の
ご
「
絶
対
的
な
も
の
を
知
力
で
直
観
し
よ
う
と
」
し
て
、
疲
れ
果
て
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
改
宗
し
、
没
落

し
た
。
か
れ
の
哲
学
界
で
の
「
権
力
を
し
だ
い
に
横
領
し
」、「
つ
い
に
こ
の
師
匠
を
く
ら
や
み
へ
追
放
し
て
し
ま
っ
た
」
の
は
、
弟

子
ヘ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
。「
ド
イ
ツ
が
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
以
後
に
生
み
だ
し
た
最
大
の
哲
学
者
、
偉
大
な
ヘ
ー
ゲ
ル
」
は
「
自
然
哲
学
を

完
成
し
て
、
完
全
な
体
系
を
つ
く
り
あ
げ
」、「
わ
が
ド
イ
ツ
の
哲
学
革
命
は
終
わ
っ
た
。」
つ
ぎ
に
来
る
の
は
ド
イ
ツ
の
「
政
治
革

命
（
４１
）

」
だ
。

「
む
か
し
の
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
」
は
「
あ
の
偉
大
な
自
然
哲
学
を
復
活
さ
せ
た
。」
だ
が
、
い
ま
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
「
思
想
界
の

玉
座
か
ら
つ
き
お
と
さ
れ
」、「
廃
位
さ
れ
た
」。
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
は
、「
節
操
の
あ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
と
は
ま
っ
た
く
く
ら
べ
も
の
に
な
ら

ぬ
。」「
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
は
、
実
践
的
か
つ
理
論
的
な
絶
対
主
義
の
次
の
間
で
い
も
む
し
の
よ
う
に
身
を
く
ね
ら
せ
、
精
神
を
し
ば
る

鎖
を
き
た
え
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
洞
窟
で
下
働
き
を
し
て
い
る
。」「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
で
わ
た
く
し
は
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
が
例
の
大
き

な
、
に
ぶ
い
目
を
し
、
元
気
の
な
い
、
ぼ
ん
や
り
し
た
顔
つ
き
で
幽
霊
の
よ
う
に
よ
ろ
め
き
歩
い
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
お
と
ろ
え
た
栄
光
の
い
た
ま
し
い
姿
で
（
４２
）

あ
る
。」
―
―
ク
ラ
ウ
ゼ
の
最
後
の
希
望
を
も
つ
い
え
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
よ
う

な
心
身
の
力
を
な
く
し
て
没
落
し
保
守
化
し
た
シ
ェ
リ
ン
グ
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

三

一
八
三
五
年
四
月
に
は
、
こ
の
『
ド
イ
ツ
宗
教
・
哲
学
史
考
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
（
上
述
の
『
ド
イ
ツ
論
』）
が
出
た
が
、
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そ
こ
に
は
、
ハ
イ
ネ
は
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
の
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン(B

arthélem
y-Prosper

E
nfantin,

1796-1864)

へ
の
つ
ぎ
の
よ
う

な
献
辞
を
掲
げ
た
。
―
―
「
エ
ジ
プ
ト
の
プ
ロ
ス
ペ
ー
ル
・
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
へ
。
あ
な
た
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
諸
思
想
の
経

過
、
つ
ま
り
そ
れ
が
最
近
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
こ
の
国
の
精
神
運
動
が
〔
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
の
〕
教
義
の
総

合
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
、
知
り
た
い
と
望
ん
だ
。
あ
な
た
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
自
分
に
知
識
を
与
え
て
ほ
し
い
と

わ
た
く
し
に
頼
ん
だ
と
い
う
、
わ
た
く
し
に
示
し
て
く
れ
た
光
栄
に
、
わ
た
く
し
は
感
謝
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
う
し
て
あ
な
た
と

空
間
を
越
え
て
語
り
合
う
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
、
わ
た
く
し
は
う
れ
し
く
思
う
。
あ
な
た
に
本
書
を
呈
上
す
る
無
礼
を
許
し

た
ま
え
、
本
書
は
あ
な
た
の
思
索
の
諸
必
要
に
こ
た
え
る
も
の
と
わ
た
く
し
は
信
じ
た
い
。
た
と
え
そ
れ
が
ど
う
で
あ
れ
、
尊
敬
の

念
を
こ
め
た
共
感
の
し
る
し
と
し
て
本
書
を
受
け
取
っ
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
ア
ン
リ
・
ハ
（
４３
）

イ
ネ
」
し
か
し
一
八
五
五
年
の

新
版
で
は
こ
れ
が
削
除
さ
れ
る
。

ハ
イ
ネ
と
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
井
上
正
蔵
氏
が
『
ロ
マ
ン
派
』
と
『
ド
イ
ツ
宗
教
・
哲
学

史
考
』
と
を
評
し
て
、「
こ
の
両
書
に
は
、
霊
に
対
す
る
肉
、
唯
心
主
義
に
対
す
る
物
質
主
義
、
観
念
的
絶
対
主
義
に
対
す
る
空
想

的
社
会
主
義
の
勝
利
の
思
想
が
、
サ
ン
・
シ
モ
ニ
ズ
ム
の
精
神
が
赤
い
一
本
の
糸
の
よ
う
に
貫
い
て
（
４４
）

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
主
題
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ご
、
と
く
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
版
全
集
の
編
集
作
業
を
つ
う
じ
て
、
そ
の
詳

細
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
ト
フ
ー
ル
に
し
た
が
え
ば
、
ハ
イ
ネ
は
パ
リ
に
来
る
前
に
、
す
で
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
の
最

後
の
数
ヶ
月
の
あ
い
だ
に
、
バ
ザ
ー
ル
ら
弟
子
た
ち
に
よ
る
『
サ
ン
‐
シ
モ
ン
の
教
理
解
説
』（
第
一
年
度
分
・
第
二
年
度
分
と
も

初
版
は
一
八
三
〇
年
に
公
刊
）
を
読
ん
で
、「
ド
イ
ツ
を
去
る
意
思
を
さ
ら
に
強
め
て
い
た
。」
そ
し
て
パ
リ
到
着
後
す
ぐ
に
ア
ン
フ

ァ
ン
タ
ン
や
ミ
シ
ェ
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ(M

ichel
C
hevalier,

1806-1879)
ら
指
導
部
と
交
渉
を
も
ち
、
か
れ
ら
の
集
会
に
参
加
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し
た
り
、
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
が
編
集
し
て
い
た
『
グ
ロ
ブL

e
G
lobe

』
誌
で
学
ん
だ
り
し
た
（
個
人
的
接
触
が
最
も
緊
密
で
あ
っ
た

時
期
は
、
パ
リ
に
来
た
三
一
年
五
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
と
、
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
が
監
獄
拘
留
か
ら
釈
放
さ
れ
て
エ
ジ
プ
ト
行
き
の

準
備
を
し
て
い
た
三
三
年
八
〜
九
月
と
で
（
４５
）

あ
る
）。

こ
う
し
て
ハ
イ
ネ
は
、「
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
の
教
理
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
情
か
ら
意
識
が
、
た
ん
な
る
予
想
か
ら
概
念

的
な
図
式
が
生
ま
れ
」
る
段
階
に
い
た
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
「
ハ
イ
ネ
自
身
は
、
自
分
を
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
で
あ
る
と
認

め
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
そ
の
よ
う
に
う
け
と
ら
れ
な
い
こ
と
を
重
要
視
し
た
。」
ハ
イ
ネ
が
表
明
し
て
い
る
の
は
、「
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
汎
神
論
と
へ
の
信
仰
告
白
」
で
あ
る
。
一
方
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
の
側
も
、
ハ
イ
ネ
を
「
客
人
と
し
て
歓

迎
」
は
し
た
が
、「
厳
格
な
選
抜
と
位
階
的
編
成
を
重
視
す
る
集
団
の
正
規
メ
ン
バ
ー
と
み
な
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
（
４６
）

っ
た
。」

両
者
の
あ
い
だ
の
こ
の
よ
う
な
ず
れ
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
、
上
述
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
『
ド
イ
ツ
論
』
初
版
で
の
ハ
イ
ネ
の

ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
へ
の
献
辞
と
、
そ
れ
に
対
す
る
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
の
応
答
で
あ
る
。
禁
固
刑
が
あ
け
た
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
は
、
パ

リ
の
理
工
科
専
門
学
校
の
前
身
を
卒
業
し
た
技
師
と
し
て
ス
エ
ズ
運
河
の
建
設
を
夢
見
て
三
三
年
九
月
末
に
エ
ジ
プ
ト
へ
旅
立
ち
、

三
七
年
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
へ
戻
る
が
、
そ
の
か
ん
、
ナ
イ
ル
川
の
改
修
工
事
に
従
事
し
て
い
た
三
五
年
十
月
十
一
日
付
で
ハ
イ
ネ
宛

に
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
は
ハ
イ
ネ
の
本
書
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
手
厳
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
ま

ず
、
本
書
は
ド
イ
ツ
の
歴
史
の
話
ば
か
り
で
、
肝
心
の
現
在
に
つ
い
て
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
著
者
の
哲
学
的
見
地
は
ス
ピ
ノ
ザ
風

で
あ
り
、
そ
の
実
体
概
念
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
絶
対
的
平
等
に
帰
着
す
る
か
ら
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
に
と
っ
て
重
要
な
位
階
的
編

成
と
教
会
的
な
指
導
構
造
を
許
容
し
な
い
。
ま
た
、
著
者
の
汎
神
論
は
理
論
的
に
す
ぎ
る
、
も
っ
と
人
民
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る

べ
き
だ
。
さ
ら
に
、『
グ
ロ
ブ
』
で
提
案
さ
れ
た
仏
・
独
・
英
の
統
合
に
か
ん
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
主
導
性
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
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が
担
う
べ
き
で
あ
り
、
著
者
の
ド
イ
ツ
観
は
批
判
的
に
す
ぎ
る
。
最
後
に
、
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
は
ハ
イ
ネ
に
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
の

『
新
キ
リ
ス
ト
教
』
を
読
む
よ
う
に
求
め
、
ハ
イ
ネ
の
革
命
主
義
的
考
え
方
を
退
け
て
改
良
を
勧
め
、
未
来
が
要
求
す
る
も
の
は
温

和
な
支
配
者
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
王
と
預
言
者
と
の
協
同
で
あ
る
と
述
べ
、
ハ
イ
ネ
に
は
預
言
者
と
し
て
ド
イ
ツ
で
働

き
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
の
賛
同
者
を
獲
得
す
る
よ
う
希
望
す
る
旨
を
表
明
し
た
の
で
（
４７
）

あ
る
。

そ
の
ド
イ
ツ
、
と
く
に
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
、
す
で
に
三
〇
年
代
の
初
め
か
ら
、
ハ
イ
ネ
の
名
前
で
出
た
す
べ
て
の
作
品
が
禁
止
さ

れ
て
い
た
が
、
三
五
年
の
八
月
、
プ
ロ
イ
セ
ン
内
務
省
が
フ
ラ
ン
ス
語
作
品
で
あ
る
『
ド
イ
ツ
論
』
を
も
国
内
で
の
販
売
禁
止
に
し

た
。
メ
タ
ー
ニ
ヒ
は
、
か
ね
て
個
人
的
に
も
ハ
イ
ネ
の
作
品
を
注
視
し
て
お
り
、
三
五
年
十
月
三
十
一
日
付
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
大
臣

ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宛
の
手
紙
で
、『
ド
イ
ツ
宗
教
・
哲
学
史
考
』
を
ふ
く
む
『
サ
ロ
ン
第
二
巻
』
に
注
目
す
る
よ
う
に
促

し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
な
ら
ず
者
た
ち
の
意
図
と
願
望
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ふ
く
ん
で
い
る
か
ら
」
だ
が
、「
同
時
に
こ
の
ハ
イ
ネ
の

作
品
は
、
文
体
と
表
現
に
か
ん
し
て
ま
さ
し
く
傑
作
で
あ
る
。
ハ
イ
ネ
は
共
謀
者
た
ち
の
中
の
最
大
の
頭
目
で
あ
り
、
か
れ
に
並
び

う
る
者
は
オ
コ
ン
ネ
ル
か
、
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
だ
ろ
う
。
問
題
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
作
品
が
最
初
に
世

に
出
た
の
は
パ
リ
の
両
世
界
評
論
に
お
い
て
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
公
表
さ
れ
る
際
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
攻
撃
し
て
い
る

箇
所
は
す
べ
て
省
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
こ
の
よ
う
に
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
メ
タ
ー
ニ
ヒ
は
、
同
じ
大
臣
に
宛
て
た

別
の
手
紙
で
は
、「
青
年
文
士
連
」
は
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
に
も
と
づ
い
て
「
神
を
創
造
」
し
、
そ
れ
を
「
宗
派
」
と
し
て
ひ
ろ
め

よ
う
と
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
「
サ
ン
‐
シ
モ
ン
崇
拝
」
に
注
目
し
、「
サ
ン
‐
シ
モ
ン
は
、
わ
た
く
し
は
個
人
的
に
知
っ
て
い

る
が
、
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
ひ
ね
く
れ
た
ば
か
者
だ
っ
た
」
と
述
（
４８
）

べ
る
。
こ
の
忠
告
に
た
だ
ち
に
呼
応
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
同
年

十
一
月
に
連
邦
構
成
国
の
先
頭
を
切
っ
て
「
青
年
ド
イ
ツ
派
」
の
全
面
禁
止
を
布
告
し
、
同
年
十
二
月
に
は
、
連
邦
議
会
が
「
青
年

―２３０（２７）―

サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
を
め
ぐ
る
ハ
イ
ネ
、
ア
ー
レ
ン
ス
、
モ
ー
ル
（
上
）



ド
イ
ツ
派
」
の
作
家
の
著
作
活
動
の
禁
止
を
決
議
し
て
、
そ
の
筆
頭
に
ハ
イ
ネ
の
名
を
挙
（
４９
）

げ
た
。

こ
う
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ハ
イ
ネ
の
公
的
な
活
動
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
の
希
望
は
幻
想
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
以
前
に
、
こ
の
よ
う
な
祖
国
の
延
長
さ
れ
た
絶
対
主
義
か
ら
の
解
放
こ
そ
が
ハ
イ
ネ
の
願
望
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
か

れ
は
愛
国
者
と
し
て
戦
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ハ
イ
ネ
に
と
っ
て
は
自
分
が
「
預
言
者
」
と
な
る
こ
と
や
「
王
と
協
同
」
す
る

こ
と
な
ど
は
笑
止
の
事
態
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
の
希
望
は
、
も
と
も
と
幻
想
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ヴ
ィ

ン
ト
フ
ー
ル
も
言
う
よ
う
に
、「
精
神
的
お
よ
び
社
会
的
な
状
況
の
診
断
と
治
療
法
の
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
双
方
の
表
明
し
た
内

容
か
ら
両
者
の
違
い
が
あ
ま
り
に
も
明
瞭
に
な
っ
た
。
事
実
、
両
者
の
接
触
は
三
〇
年
代
末
以
降
は
め
だ
っ
て
減
少
し
、
そ
の
か
わ

り
に
ハ
イ
ネ
の
側
か
ら
も
批
判
的
な
発
言
が
ふ
え
て
い
（
５０
）

っ
た
。」
し
か
し
そ
の
か
ん
に
、
ハ
イ
ネ
へ
の
連
帯
を
あ
ら
わ
し
た
の
は
、

た
と
え
ば
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー(Pierre
L
eroux,

1797-1871)

で
あ
っ
た
。
ル
ル
ー
は
、
自
由
主
義
者
か
ら
サ
ン
‐
シ
モ
ニ
ア
ン
に
な

っ
た
が
、
三
一
年
十
一
月
に
バ
ザ
ー
ル
ら
が
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
指
導
部
か
ら
分
裂
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義

か
ら
離
れ
、
独
自
の
道
を
歩
む
。
ド
イ
ツ
哲
学
を
神
秘
的
・
宗
教
的
な
も
の
と
み
な
す
従
来
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
〔
ス
タ
ー
ル
夫

人
の
『
ド
イ
ツ
論
』
に
代
表
さ
れ
る
〕
見
方
を
、
ハ
イ
ネ
の
『
ド
イ
ツ
論
』
に
よ
っ
て
自
分
も
初
め
て
払
拭
さ
れ
た
の
だ
と
「
六
年

前
に
」
ル
ル
ー
が
ハ
イ
ネ
に
「
打
ち
明
け
た
」
旨
を
、
ハ
イ
ネ
が
四
二
年
六
月
二
日
の
通
信
記
事
（『
ル
テ
ー
ツ
ィ
ア
』）
に
記
し
て

（
５１
）

い
る
。

（
二
）
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
ー
ザ
ン
と
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー

一

ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
を
中
心
と
す
る
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
に
対
す
る
ハ
イ
ネ
の
評
価
が
次
第
に
低
下
し
た
の
と
は
逆
に
、
ハ
イ

―２２９（２８）―
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ネ
が
評
価
を
高
め
て
い
っ
た
対
象
が
ク
ー
ザ
ン
で
あ
る
。
ク
ー
ザ
ン
は
、
ド
イ
ツ
哲
学
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
導
入
者
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
か
ら
、
ハ
イ
ネ
も
、
か
れ
の
プ
ラ
ト
ン
や
テ
ン
ネ
マ
ン
（『
哲
学
史
要
綱
』）
の
翻
訳
、『
哲
学
断
片
』（
一
八
二
六
年
、
第
二
版

は
三
三
年
）
な
ど
に
注
目
し
て
い
た
が
、
二
人
が
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
三
五
年
の
夏
、
ベ
ル
ジ
オ
ジ
ョ
ソ
ー
公
爵
夫
人
の
サ
ロ

ン
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
半
年
前
に
、
ハ
イ
ネ
は
『
ド
イ
ツ
宗
教
・
哲
学
史
考
』
の
末
尾
近
く
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
以
後
の
ド
イ

ツ
の
自
然
哲
学
の
複
雑
な
陰
影
を
強
調
し
、「
君
た
ち
フ
ラ
ン
ス
人
が
も
し
四
年
前
に
ド
イ
ツ
の
自
然
哲
学
に
精
通
し
て
い
た
ら
、

あ
の
七
月
革
命
は
け
っ
し
て
な
し
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。「
革
命
を
や
る
に
は
思
想
と
力
と
の
集
中
、
気
高
い
偏
狭
、

そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
従
来
の
学
派
の
み
が
許
容
す
る
よ
う
な
う
ぬ
ぼ
れ
た
軽
率
が
必
要
で
あ
る
。」「
あ
の
こ
ろ
君
た
ち
に
ド
イ
ツ
哲

学
を
教
え
よ
う
と
し
た
あ
の
偉
大
な
折
衷
主
義
者
も
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
ド
イ
ツ
哲
学
を
少
し
も
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
世

界
史
的
に
重
要
な
こ
と
だ
と
わ
た
く
し
は
思
う
。
神
意
の
命
じ
た
か
れ
の
無
知
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
も
全
人
類
に
と
っ
て
も
有

益
だ
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
。
つ
ま
り
、
実
際
の
「
ド
イ
ツ
の
自
然
哲
学
」
は
、
偉
大
な
「
む
か
し
の
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
」
も
、
心
身

の
衰
え
と
と
も
に
、
か
つ
て
の
汎
神
論
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
改
宗
し
て
没
落
し
て
し
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
反
動
的
な
「
ア
ダ
ム
・

ミ
ュ
ラ
ー
」
や
中
世
賛
美
の
「
ゲ
レ
ス
氏
」
の
よ
う
な
「
き
わ
め
て
有
害
な
雑
草
」
も
生
み
出
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
と
も
（
５２
）

言
う
。

ク
ー
ザ
ン
に
対
す
る
ハ
イ
ネ
ら
し
い
痛
烈
な
皮
肉
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
ロ
マ
ン
派
』
の
第
二
巻
の
な
か
で
は
、「
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
哲
学
と
い
う
名
の
も
と
に
、
と
く
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
ー

ザ
ン
氏
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
紹
介
し
て
き
た
も
の
は
、
ド
イ
ツ
哲
学
な
ど
で
は
な
い
。
ク
ー
ザ
ン
氏
は
非
常
に
多
く
の
、
気
が
き
い
て

は
い
る
が
く
だ
ら
な
い
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
、
し
か
し
ド
イ
ツ
哲
学
を
講
義
し
た
こ
と
は
な
い
（
５３
）

の
だ
。」
ま
た
、『
ロ
マ
ン
派
』

に
は
ク
ー
ザ
ン
の
「
偉
大
さ
」
を
「
称
揚
す
る
」
内
容
の
補
遺
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
と
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
ヒ
ン
リ
ヒ

―２２８（２９）―
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ス(H
erm

ann
Friedrich

W
ilhelm

H
inrichs,

1794-1861)

に
よ
る
ク
ー
ザ
ン
へ
の
書
評
（
ベ
ル
リ
ン
の
『
科
学
批
評
年
誌
』
掲
載
）

の
た
め
の
導
入
文
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ハ
イ
ネ
は
ク
ー
ザ
ン
を
、
一
般
に
は
哲
学
者
は
浮
世
を
捨
て
ね

ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
不
滅
の
哲
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
終
身
の
フ
ラ
ン
ス
貴
族
院
議
員
に
な
り

う
る
こ
と
を
示
し
た
」
人
物
と
し
て
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
ら
に
並
べ
て
あ

か
ら
さ
ま
に
称
揚
し
つ
つ
、
そ
の
陰
に
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
辛
ら
つ
な
と
げ
を
見
え
隠
れ
さ
せ
て
い
る
。「
自
分
は
シ
ェ
リ
ン
グ
氏

や
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
か
ら
い
ろ
い
ろ
借
用
し
た
、
と
わ
れ
わ
れ
に
説
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
か
れ
は
み
ず
か
ら
を
誹
謗
し
て
い
る
」

が
、「
こ
の
誠
実
な
男
は
シ
ェ
リ
ン
グ
氏
と
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
の
哲
学
か
ら
何
一
つ
盗
ん
で
い
な
い
。
か
れ
が
思
い
出
と
し
て
両
者
か
ら

何
か
を
も
ち
帰
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
の
友
情
の
印
で
し
か
な
い
。」
ド
イ
ツ
人
に
も
難
し
い
カ
ン
ト
を
「
直
感
的
に
」
理

解
で
き
る
か
れ
の
「
天
才
」
ぶ
り
は
、「
フ
ラ
ン
ス
人
の
頭
脳
」
が
、
鏡
ば
か
り
で
内
装
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
喫
茶
店
と
同

様
」、「
ど
ん
な
に
狭
く
ど
ん
な
に
貧
弱
な
頭
脳
で
も
き
わ
め
て
広
く
、
輝
い
て
見
え
る
」
の
で
は
な
い
か
と
ド
イ
ツ
人
の
目
を
ま
ど

わ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
ハ
イ
ネ
は
こ
ん
な
調
子
で
つ
づ
け
、「
崇
高
か
ら
滑
稽
へ
は
時
に
た
だ
の
一
ま
た
ぎ
だ
」
と
言
う
だ
ろ
う

「
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
主
義
者
ど
も
」
が
、
世
界
的
な
「
ク
ー
ザ
ン
氏
の
名
声
は
世
界
旅
行
に
出
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
す
で
に
旅

立
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
無
礼
に
も
嘲
笑
す
る
声
が
き
こ
え
る
、
と
述
べ
て
補
遺
の
筆
を
お
く
の
で
（
５４
）

あ
る
。

二

し
か
し
四
〇
年
以
降
は
、
こ
う
し
た
ハ
イ
ネ
の
皮
肉
に
満
ち
た
対
抗
心
は
弱
ま
り
、
む
し
ろ
左
右
両
翼
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
い

る
ク
ー
ザ
ン
を
、
思
想
と
学
問
の
自
由
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る
人
物
と
し
て
評
価
し
、
擁
護
す
る
よ
う
に
な
る
。『
ル
テ
ー
ツ
ィ

ア
』
と
い
う
作
品
は
、
ハ
イ
ネ
が
四
〇
年
二
月
か
ら
四
三
年
六
月
（
補
遺
を
除
く
）
に
か
け
て
『
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
一
般
新
聞
』
に

寄
稿
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
政
治
、
芸
術
お
よ
び
民
衆
生
活
に
つ
い
て
の
通
信
」
の
集
成
（
一
八
五
四
年
刊
）
で
あ
る
が
、
そ
の
な

―２２７（３０）―
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か
の
四
一
年
五
月
十
九
日
付
の
通
信
で
は
、
そ
の
四
日
前
の
土
曜
日
の
午
後
に
開
催
さ
れ
た
、
上
述
の
「
道
徳
・
政
治
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
」
の
会
議
に
お
け
る
会
長
ク
ー
ザ
ン
の
開
会
演
説
に
言
及
し
、「
か
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
つ
ね
に
か
れ
の
功
績
と
し
て
認
め
る

で
あ
ろ
う
自
由
の
意
識
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
た
」、
と
述
べ
る
。「
そ
の
男
を
、
わ
れ
わ
れ
は
以
前
に
は
、
特
別
に
好
ま
し
い
と
思
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
か
れ
は
、
最
近
は
わ
れ
わ
れ
に
、
本
当
の
好
意
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
以
前
よ
り
も
も
っ
と

承
認
す
る
気
持
ち
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。「
気
の
毒
な
ク
ー
ザ
ン
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
君
を
以
前
に
は
非
常
に
冷
た
く
あ
し
ら

っ
た
が
、
君
は
つ
ね
に
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
人
に
対
し
て
と
て
も
愛
情
深
く
友
好
的
だ
っ
た
。
と
く
に
、
ド
イ
ツ
学
派
の
忠
実
な
弟
子

で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
友
で
あ
る
、
わ
が
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
ー
ザ
ン
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
臣
で
あ
っ
た
ま
さ
に
そ
の
と
き
、
ド
イ

ツ
で
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
し
て
突
然
あ
の
み
さ
か
い
の
な
い
憤
ま
ん
が
わ
き
お
こ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
い
ま
は
次
第
に
お
さ
ま
っ

て
お
り
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
う
ち
想
像
も
つ
か
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
と
き
、
昨
年
の
秋
、
わ
た
く
し
は
イ
タ
リ
ア
大

通
り
で
ク
ー
ザ
ン
氏
に
出
会
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
と
き
か
れ
は
、
そ
こ
の
あ
る
銅
版
画
店
の
前
に
た
た
ず
み
、
そ
こ
に

展
示
さ
れ
て
い
た
〔
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
〕
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
の
版
画
を
な
が
め
て
賛
嘆
し
た
。
世
界
は
が
た
が
た
に
な
っ
て
お

り
、
ベ
イ
ル
ー
ト
の
砲
声
が
警
鐘
の
よ
う
に
東
洋
と
西
洋
の
あ
ら
ゆ
る
戦
意
を
呼
び
お
こ
し
、
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
震
わ

せ
、
ラ
イ
ン
河
の
こ
ち
ら
と
向
こ
う
と
で
サ
ー
ベ
ル
を
研
い
で
い
た
。
―
そ
し
て
、
そ
の
と
き
の
フ
ラ
ン
ス
の
大
臣
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・

ク
ー
ザ
ン
は
、
イ
タ
リ
ア
大
通
り
の
絵
画
店
の
前
で
静
か
に
た
た
ず
み
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
の
静
謐
で
敬
虔
な
聖
人
画
を
賛
嘆

し
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
芸
術
と
学
問
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
〔
ド
イ
ツ
人
〕
の
心
情
と
深
い
思
慮
に
つ
い
て
、
わ
れ

わ
れ
の
正
義
愛
と
人
間
性
に
つ
い
て
夢
中
に
な
っ
て
語
っ
た
。〈
し
か
し
、
勘
弁
し
て
ほ
し
い
よ
〉、
と
か
れ
は
突
然
、
夢
か
ら
覚
め

た
か
の
よ
う
に
話
を
中
断
し
て
、〈
ド
イ
ツ
で
い
ま
あ
な
た
ら
が
突
然
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
わ
め
き
騒
い
で
い
る
憤
激
は
、
い
っ
た

―２２６（３１）―
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い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。〉
か
れ
は
、
こ
の
憤
怒
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
わ
た
く
し
も
そ
れ
に
つ
い
て
何
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
腕
を
組
ん
で
大
通
り
を
ぶ
ら
つ
き
な
が
ら
、
あ
の
敵
意
の
究
極
原
因
に
つ
い
て
大
声
で
あ
れ

こ
れ
推
論
を
重
ね
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
デ
・
パ
ノ
ラ
マ
ま
で
来
た
。
そ
こ
で
ク
ー
ザ
ン
は
、
マ
ル
キM

arquis

で

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
一
ポ
ン
ド
買
う
か
ら
と
、
わ
た
く
し
と
別
（
５５
）

れ
た
。」

ま
た
、
ハ
イ
ネ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
た
ち
が
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
「
共
感
」
を
抱
い
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
ギ
ゾ

ー
の
「
も
の
の
考
え
方
は
わ
れ
わ
れ
の
考
え
方
と
似
通
っ
て
お
り
、
か
れ
は
ド
イ
ツ
の
民
衆
の
必
要
と
良
い
法
と
を
根
本
か
ら
よ
く

理
解
し
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、「
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
に
は
純
粋
理
性
の
最
良
の
批
判
が
あ
り
、
マ
ル
キ
に
は
最

良
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
ー
ザ
ン
の
よ
う
な
人
物
と
な
ら
ん
で
、
当
時
の
閣
僚
に

は
、
同
様
に
ド
イ
ツ
の
守
護
神
〔
ゲ
ー
テ
〕
を
信
奉
し
、
特
別
の
研
究
を
そ
れ
に
捧
げ
た
フ
ォ
ン
〔
ド
〕・
レ
ミ
ュ
ザv.

R
em
usat

氏
も
（
５６
）

い
た
。」
イ
タ
リ
ア
大
通
り
で
の
ク
ー
ザ
ン
と
の
邂
逅
と
散
策
は
、
ハ
イ
ネ
の
ク
ー
ザ
ン
へ
の
理
解
を
格
段
に
深
め
た
よ
う
で

あ
る
。

さ
ら
に
、『
ル
テ
ー
ツ
ィ
ア
』
に
付
さ
れ
た
「
共
産
主
義
、
哲
学
お
よ
び
聖
職
者
」
と
題
さ
れ
た
補
遺
の
な
か
の
、
四
三
年
六
月

十
五
日
付
の
通
信
文
で
は
、
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー
に
よ
る
攻
撃
か
ら
ク
ー
ザ
ン
を
は
っ
き
り
と
擁
護
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
記
述
に
し

た
が
え
ば
、
ハ
イ
ネ
は
、「
十
一
年
前
に
テ
ト
ブ
ー
館Salle-T

aitbout

で
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
の
主
教
の
一
人
と
し
て
」
の
ル
ル

ー
と
知
り
合
っ
た
が
、
ル
ル
ー
は
ま
も
な
く
「
新
道
徳
の
教
義
に
反
抗
し
て
〔
…
…
〕
仲
間
と
訣
別
し
た
最
初
の
人
」
と
な
り
、『
百

科
評
論R

evue
encyclopédique

』
の
活
動
を
展
開
し
た
が
、
そ
こ
で
は
ル
ル
ー
は
ク
ー
ザ
ン
の
「
折
衷
主
義
」
を
執
拗
に
論
難
の

標
的
に
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は
誤
っ
た
性
急
な
「
中
傷
」
で
あ
り
、
そ
の
「
不
正
と
偏
狭
さ
」
は
、
か
つ
て
わ
れ
わ
れ
が
ヘ
ー
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ゲ
ル
に
対
し
て
、「
そ
の
学
説
は
き
わ
め
て
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
」、
そ
の
「
陰
気
な
」
表
現
形
式
の
ゆ
え
に
旧
勢

力
が
か
れ
の
同
盟
者
に
な
っ
た
と
お
ろ
か
に
も
誤
解
し
て
「
ヘ
ー
ゲ
ル
を
責
め
る
の
に
急
だ
っ
た
」
の
と
似
て
い
る
。
し
か
し
ク
ー

ザ
ン
の
ば
あ
い
に
は
、
か
れ
を
攻
撃
し
て
い
る
の
は
、
ル
ル
ー
を
先
頭
に
立
て
た
「
最
左
翼
」
だ
け
で
な
く
、「
最
右
翼
」
つ
ま
り

「
ロ
ー
マ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ポ
ス
ト
ル
派
の
坊
主
た
ち
」
も
加
わ
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
あ
の
「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
坊
主
た
ち
よ
り
も
は
る
か
に
聡
明
」
で
、「
こ
の
敵
が
か
れ
ら
を
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
か
ら
追
っ
ぱ
ら
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。」

こ
う
し
て
「
ク
ー
ザ
ン
は
対
立
し
た
二
つ
の
方
向
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
十
字
の
旗
を
ひ
る
が
え
す
全
信
仰
軍
が
シ
ャ
ル

ト
ル
の
大
司
教
の
指
揮
の
も
と
に
、
か
れ
を
め
ざ
し
て
進
軍
し
て
い
る
と
き
、
一
方
、
思
想
の
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
た
ち
も
、
勇
敢
な

心
臓
や
、
貧
弱
な
頭
脳
ど
も
も
、
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー
を
先
頭
に
し
て
か
れ
に
襲
い
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
闘
で
は
、
い
っ
さ
い
の

わ
れ
わ
れ
の
勝
利
の
願
い
は
ク
ー
ザ
ン
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
大
学
の
特
権
が
そ
の
弊
害
を
も
っ
て
い
る
に
し

て
も
、
や
は
り
そ
れ
は
、
つ
ね
に
無
慈
悲
な
残
虐
さ
で
科
学
と
進
歩
の
人
々
を
迫
害
し
た
あ
の
人
た
ち
の
手
中
に
す
べ
て
の
教
育
が

帰
す
る
の
を
防
ぐ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ク
ー
ザ
ン
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
い
る
か
ぎ
り
は
、
少
な
く
と
も
そ
こ
で
は
、
以
前
の
よ
う
に

火
あ
ぶ
り
の
刑
が
最
後
の
論
証
と
し
て
、ultim

a
ratio

と
し
て
、
日
常
の
論
争
の
さ
い
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
う
な
の
だ
、
か
れ
は
そ
こ
に
思
想
の
自
由
の
旗
手
と
し
て
ふ
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
だ
、
そ
し
て
そ
の
旗
は
、
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
の
か
つ
て
あ
ん
な
に
も
鼻
持
ち
の
な
ら
な
か
っ
た
蒙
昧
主
義
者
ど
も
の
巣
の
上
に
ひ
る
が
え
っ
て
い
る
（
５７
）

の
だ
。」

「
そ
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
ー
ザ
ン
は
、
言
葉
の
ま
っ
た
き
ド
イ
ツ
的
意
味
に
お
け
る
哲
学
者
で
あ
る
。
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー
は
、

哲
学
を
む
し
ろ
社
会
的
諸
問
題
に
つ
い
て
の
一
般
的
研
究
と
解
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
意
味
に
お
い
て
の
み
、
そ
う
な
の
だ
。
実
際
、

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
ー
ザ
ン
は
、
人
類
の
欲
求
よ
り
も
む
し
ろ
人
間
精
神
を
よ
り
多
く
探
究
す
る
ド
イ
ツ
的
な
哲
学
者
で
あ
り
、
そ
し
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て
大
切
な
自
我
に
つ
い
て
の
考
究
の
た
め
に
、
あ
る
種
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
お
ち
い
っ
た
。
思
想
そ
れ
自
体
に
対
す
る
愛
着
が
、
か
れ

の
ば
あ
い
、
あ
ら
ゆ
る
精
神
力
を
す
っ
か
り
奪
っ
て
し
ま
う
、
し
か
し
思
想
そ
の
も
の
は
、
か
れ
に
と
っ
て
は
ま
ず
美
し
い
形
式
の

ゆ
え
に
興
味
が
あ
る
、
そ
し
て
形
而
上
学
に
お
い
て
は
、
か
れ
を
た
の
し
ま
せ
る
の
は
結
局
の
と
こ
ろ
弁
証
法
だ
け
で
あ
る
。
プ
ラ

ト
ン
の
翻
訳
者
に
つ
い
て
は
、
月
並
み
な
言
葉
を
裏
返
し
に
す
る
が
、
か
れ
は
真
理
よ
り
も
プ
ラ
ト
ン
を
愛
し
て
い
る
の
だ
と
、
い

ち
お
う
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
は
ク
ー
ザ
ン
は
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
た
ち
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
後
者
に
と
っ
て
と
同

様
、
か
れ
に
と
っ
て
も
思
惟
が
思
惟
の
究
極
目
的
な
の
だ
が
、
か
れ
の
ば
あ
い
は
、
こ
の
よ
う
な
哲
学
的
無
目
的
性
に
、
な
お
あ
る

種
の
曲
芸
師
的
な
無
関
心
主
義
が
加
わ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー
の
よ
う
な
人
、
つ
ま
り
、
思
想
の
友
で
あ
る
よ
り

も
む
し
ろ
は
る
か
に
人
間
の
友
で
あ
り
、
そ
の
思
想
は
す
べ
て
一
つ
の
根
底
的
な
思
想
す
な
わ
ち
人
類
の
利
害
を
も
ち
、
そ
し
て
生

来
の
聖
像
破
壊
主
義
者
と
し
て
、
形
式
に
対
す
る
芸
術
的
な
喜
び
に
な
ん
ら
の
セ
ン
ス
も
も
た
な
い
ル
ル
ー
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て

は
、
こ
の
男
は
ど
ん
な
に
い
と
わ
し
い
こ
と
だ
ろ
う
！

こ
の
よ
う
な
精
神
的
相
異
の
な
か
に
、
憎
悪
の
原
因
は
十
分
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
ク
ー
ザ
ン
に
対
す
る
ル
ル
ー
の
敵
意
を
、
個
人
的
動
機
か
ら
、
日
常
生
活
の
く
だ
ら
な
い
出
来
事
か
ら
説
明
す
る
必
要
は
な

（
５８
）

い
。」三

こ
の
よ
う
に
ハ
イ
ネ
は
ク
ー
ザ
ン
を
、「
人
間
精
神
」
を
探
究
す
る
「
ド
イ
ツ
的
な
哲
学
者
」
と
し
て
評
価
し
な
お
し
、
そ

の
一
方
に
「
人
類
の
利
害
」・「
人
類
の
解
放
」
に
徹
す
る
ル
ル
ー
を
対
置
す
る
。
―
―
「
い
や
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
ー
ザ
ン
に
対
す

る
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー
の
激
烈
な
憤
怒
は
、
ベ
ル
ゼ
ル
ケ
ル
的
な
憤
激
は
、
こ
の
両
人
の
精
神
的
相
異
の
所
産
な
の
で
あ
る
。
必
然
的

に
互
い
に
反
発
し
あ
う
性
格
と
い
う
も
の
が
あ
る
も
の
だ
。〔
…
…
〕
ク
ー
ザ
ン
の
折
衷
説
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
粗
野
な
経
験

論
と
、
ド
イ
ツ
の
抽
象
的
な
理
想
性
と
の
あ
い
だ
の
細
い
針
金
の
つ
り
橋
で
あ
る
。〔
…
…
〕
ル
ル
ー
は
、
も
っ
と
高
い
、
だ
が
も
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っ
と
は
る
か
に
非
実
際
的
な
様
式
で
の
大
神
官
長
で
あ
り
、
か
れ
は
巨
大
な
橋
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
。〔
…
…
〕
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
、
ル
ル
ー
の
独
自
の
体
系
に
つ
い
て
は
、
な
に
も
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
か
れ
は
た
だ
材
料

だ
け
を
、
ば
ら
ば
ら
の
石
材
だ
け
を
提
供
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
、
か
れ
に
は
ま
っ
た
く
方
法
が
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
は

フ
ラ
ン
ス
人
に
固
有
の
欠
陥
だ
。
わ
ず
か
な
例
外
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
と
く
に
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
レ
ミ
ュ
ザ
が
挙
げ
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。〔
…
…
〕
ル
ル
ー
は
た
ん
に
理
念
だ
け
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
か
れ
に
は
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
あ
る

種
の
類
似
性
が
あ
る
こ
と
は
い
な
め
な
い
の
だ
が
、
た
だ
、
か
れ
の
理
念
は
す
べ
て
人
類
の
解
放
と
い
う
救
済
に
か
か
わ
っ
て
お

り
、
か
れ
は
古
い
宗
教
を
哲
学
で
繕
う
の
で
は
け
っ
し
て
な
く
て
、
む
し
ろ
哲
学
に
新
し
い
宗
教
の
装
い
を
与
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ

の
哲
学
者
の
な
か
で
は
、
ル
ル
ー
と
最
も
親
近
性
が
あ
る
の
は
ク
ラ
ウ
ゼ
で
あ
る
。
か
れ
の
神
も
、
同
様
に
非
現
世
的
な
も
の
で
は

な
い
。
そ
の
神
は
、
こ
の
世
の
住
人
で
あ
る
の
だ
が
、
や
は
り
そ
れ
に
と
て
も
ふ
さ
わ
し
い
あ
る
種
の
人
格
を
も
っ
て
い
る
。
ル
ル

ー
は
、
あ
き
も
せ
ず
に
魂�

の�

不�

滅�

im
m
ortalité

de
l’âm

e

を
た
え
ず
噛
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
、
古
く
か
ら
あ
る
完
成
能
力
説

Perfektibilitätslehre

の
完
成
さ
れ
た
反
芻
に
ほ
か
な
ら
（
５９
）

な
い
。」

右
の
ク
ラ
ウ
ゼ
へ
の
言
及
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ハ
イ
ネ
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
だ
け
で
な
く
ク
ラ
ウ
ゼ
と
も
個
人
的
に
接
触
し
て
い
た

可
能
性
が
高
い
。
弁
護
士
を
め
ざ
し
た
ハ
イ
ネ
は
、
一
八
二
〇
年
の
秋
、
ボ
ン
大
学
か
ら
転
じ
て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
入
る
が
、

年
末
の
決
闘
騒
ぎ
で
翌
年
早
々
に
放
校
処
分
を
受
け
、
今
度
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
転
じ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
講
義
を
聴
い
た
。
そ
の
ご
、

詩
作
や
評
論
を
つ
づ
け
、
パ
リ
を
あ
こ
が
れ
つ
つ
、
二
三
年
五
月
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
を
中
退
し
、
翌
年
初
め
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大

学
に
再
入
学
、
翌
二
五
年
夏
、
同
大
学
を
卒
業
し
た
。
そ
の
か
ん
、
ク
ラ
ウ
ゼ
は
、
二
三
―
二
四
年
の
冬
学
期
か
ら
同
大
学
の
私
講

師
と
し
て
講
義
を
始
め
て
お
り
、
貧
窮
の
な
か
で
多
子
家
族
を
養
う
た
め
に
「
毎
週
三
十
二
時
間
」（
二
四
―
二
五
年
の
冬
（
６０
）

学
期
）
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の
講
義
で
心
身
を
酷
使
す
る
よ
う
な
生
活
を
、
そ
の
ご
三
一
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
を
追
わ
れ
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
移
る
ま
で
、
つ
づ

け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

学
生
ハ
イ
ネ
は
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
再
入
学
し
た
二
四
年
の
秋
に
、
ハ
ル
ツ
地
方
を
旅
行
し
て
『
ハ
ル
ツ
紀
行
』
を
一
気

に
書
き
上
げ
る
が
、
こ
の
作
品
は
、
こ
の
大
学
町
へ
の
嘲
弄
と
皮
肉
で
満
ち
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。「
一
般
に
ゲ
ッ
テ
ィ

ン
ゲ
ン
の
住
民
は
学
生
と
教
授
と
俗
物
と
家
畜
と
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
の
四
つ
の
階
級
の
区
別
は
け
っ
し
て
厳
密
な
も
の
で
は
な

い
。」
ハ
イ
ネ
が
こ
う
い
う
調
子
で
、「
学
問
深
遠
な
ゲ
オ
ル
ギ
ア
・
ア
ウ
グ
ス
タ
〔
大
学
〕
の
偏
狭
で
無
味
乾
燥
な
知
識
蒐
集
癖
」

を
揶
揄
し
た
の
は
、
自
分
に
放
校
を
喰
ら
わ
せ
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
作
品
の
終
末
部
で
は
、

歴
史
学
・
政
治
学
（
官
房
学
）
の
教
授
―
―
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
ド
イ
ツ
へ
の
導
入
者
の
一
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
―
―
ゲ
オ
ル
ク

・
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス(G

eorg
Sartorius

von
W
altershausen,

1765-1828)

の
学
問
と
人
柄
へ
の
深
い
敬
意
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
右
の
「
知
識
蒐
集
癖
」
に
つ
づ
く
段
落
で
は
、「
結
構
な
手
当
を
受
け
て
い
る
大
学
の
守
衛
た
ち
」
は
、「
学
生
が
ボ
ー
フ
デ
ン

で
決
闘
を
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
入
る
前
に
は
今
で
も
な
お
数
十
年
間
検
疫
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新

思
想
が
、
投
機
的
な
〔
思
索
す
る
〕spekulirend
私
講
師
に
よ
っ
て
密
輸
入
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
油
断
な
く
見
張
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
」、
と
（
６１
）

あ
る
。
皮
肉
を
込
め
て
描
か
れ
た
当
時
の
大
学
の
こ
の
よ
う
な
非
常
に
保
守
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、

こ
の
「
投
機
的
な
〔
思
索
す
る
〕
私
講
師
」
と
し
て
ハ
イ
ネ
の
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
ク
ラ
ウ
ゼ
に
相
違
な
い
と
い
う
解
釈

が
、
現
在
の
ハ
イ
ネ
研
究
と
ク
ラ
ウ
ゼ
研
究
の
双
方
に
存
在
し
て
（
６２
）

い
る
。

四
三
年
六
月
の
『
ル
テ
ー
ツ
ィ
ア
』
に
戻
れ
ば
、
さ
ら
に
つ
づ
け
て
、
ハ
イ
ネ
の
観
察
眼
は
、
ル
ル
ー
を
通
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
貧

困
問
題
に
及
ぶ
。「
ル
ル
ー
は
民
衆
の
子
で
あ
り
、
青
年
時
代
は
印
刷
工
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
ん
に
ち
で
も
な
お
、
そ
の
風
貌
に
プ
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ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
な
ご
り
を
と
ど
め
て
い
る
。〔
…
…
〕
か
れ
は
た
ん
に
考
え
る
哲
学
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
感
じ
る
哲
学
者

で
も
あ
る
。
そ
し
て
か
れ
の
全
生
活
と
全
努
力
は
、
下
層
階
級
の
道
徳
的
・
物
質
的
状
態
の
改
善
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。」「
わ
た
く

し
は
い
ま
軽
率
に
も
、
か
れ
の
貧
乏
な
こ
と
を
も
ら
し
て
し
ま
っ
た
。〔
…
…
〕
―
そ
う
な
の
だ
、
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー
は
貧
し
い
。

サ
ン
‐
シ
モ
ン
や
フ
ー
リ
エ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
偉
大
な
社
会
主
義
者
の
運
命
的
な
貧
し
さ
こ
そ
が
、
世

界
を
富
ま
せ
た
、
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
に
喜
び
と
幸
福
の
新
し
い
世
界
を
ひ
ら
く
思
想
の
宝
を
も
っ
て
富
ま
せ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
ど
ん
な
に
恐
る
べ
き
貧
困
の
な
か
に
サ
ン
‐
シ
モ
ン
が
そ
の
晩
年
を
送
っ
た
か
は
、
一
般
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
。〔
…
…
〕

フ
ー
リ
エ
も
友
人
た
ち
の
お
情
け
に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
色
の
は
げ
た
、
す
り
き
れ
た
服
を
着
た
か
れ
が
、
上
着

の
両
ポ
ケ
ッ
ト
を
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
、
一
方
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
は
び
ん
の
頸
を
、
他
方
か
ら
は
細
長
い
パ
ン
を
の
ぞ
か
せ
て
、
パ
レ

‐
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
柱
に
沿
っ
て
い
そ
が
し
げ
に
歩
い
て
い
く
の
を
、
わ
た
く
し
は
何
度
見
か
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。」「
そ
う
な
の
だ
、

貧
困
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
偉
大
な
人
類
救
済
者
た
ち
の
、
救
済
す
る
思
想
家
た
ち
の
運
命
で
あ
る
。〔
…
…
〕」
フ
ラ
ン
ス
で
は

「
産
業
主
義
の
金
も
う
け
欲
が
ど
ん
な
に
猛
烈
に
は
び
こ
っ
て
い
よ
う
と
、
す
ぐ
れ
た
人
間
の
貧
困
は
や
は
り
真
の
名
誉
称
号
で
あ

る
。
富
は
不
名
誉
な
疑
惑
を
生
む
〔
…
…
〕。」「
な
る
ほ
ど
金
持
ち
礼
賛
は
、
他
の
国
と
同
じ
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
で
も
一
般
的
で
は

あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
神
聖
な
尊
敬
を
と
も
な
わ
な
い
礼
賛
で
あ
る
。」
そ
れ
は
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
お
う
揚
な
性
格
か
ら
、
ま
た
か

れ
ら
の
歴
史
か
ら
説
明
で
き
る
。」
旧
制
度
、
共
和
政
、
帝
政
時
代
、
復
古
王
政
を
へ
て
、「
七
月
」
後
は
「
市
民
王
ル
イ
・
フ
ィ
リ

ッ
プ
が
王
位
に
の
ぼ
っ
た
。
か
れ
、
黄
金
の
代
表
者
が
、
そ
の
黄
金
が
、
い
ま
支
配
し
て
い
る
が
、
敗
北
し
た
過
去
の
党
と
、
い
っ

ぱ
い
く
わ
さ
れ
た
未
来
の
党
と
か
ら
、
世
論
の
な
か
で
同
時
に
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。」
両
者
は
「
互
い
に
競
っ
て
、
金
力
を
ほ
こ
る

成
り
上
が
り
者
ど
も
を
嘲
笑
し
て
い
る
。」「
年
老
い
た
共
和
主
義
者
」
と
「
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ト
」
も
、「
こ
の
侮
辱
的
な
調
子
の
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点
で
は
一
致
し
て
（
６３
）

い
る
。〔
…
…
〕」
―
―
こ
う
し
た
時
代
状
況
の
な
か
で
、
ま
も
な
く
同
じ
四
三
年
の
十
月
末
か
ら
マ
ル
ク
ス
夫
妻

が
パ
リ
に
住
み
、
四
五
年
二
月
初
め
に
パ
リ
を
追
わ
れ
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
へ
移
る
ま
で
ハ
イ
ネ
と
交
流
す
る
。

こ
う
し
て
み
れ
ば
、
ハ
イ
ネ
は
、
一
方
で
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
と
交
流
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
の
教
説
自
体
か
ら
は
つ
ね
に

一
定
の
距
離
を
お
き
、
他
方
で
は
、「
人
間
の
欲
求
よ
り
も
む
し
ろ
人
間
精
神
」
を
探
究
す
る
「
ド
イ
ツ
的
な
哲
学
者
」
と
し
て
の

ク
ー
ザ
ン
、
し
か
も
「
思
想
そ
れ
自
体
に
対
す
る
愛
着
」・「
形
式
に
対
す
る
芸
術
的
な
喜
び
」
に
生
き
る
ク
ー
ザ
ン
へ
の
共
感
を
隠

さ
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
、
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
ひ
く
で
あ
ろ
う
。
ル
ル
ー
は
す
で
に
サ
ン
‐
シ
モ
ニ
ア
ン
で
は
な
か
っ
た
が
、
ハ

イ
ネ
は
、「
人
類
の
利
害
」
を
思
想
の
根
底
に
も
つ
「
最
左
翼
」
と
し
て
の
ル
ル
ー
に
「
生
来
の
聖
像
破
壊
主
義
者
」
を
み
と
め
、「
形

式
に
対
す
る
芸
術
的
な
喜
び
に
な
ん
ら
の
セ
ン
ス
も
も
た
な
い
」
こ
の
人
物
の
側
に
立
と
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
政
治

革
命
」
と
「
社
会
問
題
」
と
を
注
視
す
る
「
ロ
マ
ン
派
」
詩
人
の
魂
が
つ
き
動
か
し
た
直
感
的
な
好
悪
と
選
択
に
よ
る
も
の
だ
っ
た

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

こ
の
詩
人
の
選
択
は
、
い
わ
ば
時
代
の
主
題
と
し
て
出
現
し
た
「
共
産
主
義
」
に
対
す
る
ハ
イ
ネ
の
心
情
に
お
け
る
ア
ン
ビ

ヴ
ァ
レ
ン
ツ
と
し
て
再
現
さ
れ
る
。
死
の
前
年
、
一
八
五
五
年
三
月
に
書
い
た
、『
ル
テ
ー
ツ
ィ
ア
』
フ
ラ
ン
ス
語
版
へ
の
「
序
文
」

を
み
よ
う
。
―
―
わ
た
く
し
が
『
ア�

ウ�

ク�

ス�

ブ�

ル�

ク�

一�

般�

新�

聞�

』
に
「
共
産
主
義
者
た
ち
」
に
つ
い
て
記
事
を
書
い
た
こ
と
に
よ
っ

て
、「
共
産
主
義
者
た
ち
は
、〔
…
…
〕
か
れ
ら
が
実
際
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。」「
共
産
主
義
者
た
ち
の
分
散
し
た
諸
団
体

は
、
か
れ
ら
の
大
義
の
不
断
の
進
歩
に
つ
い
て
の
、
最
初
の
信
憑
す
る
に
た
る
報
道
を
得
た
の
で
あ
る
。」「
未
来
は
共
産
主
義
者
た

ち
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
の
告
白
を
、
わ
た
く
し
は
こ
の
う
え
な
い
恐
怖
と
不
安
の
調
子
で
お
こ
な
っ
た
。〔
…
…
〕
じ
っ
さ

い
、
こ
れ
ら
の
聖
像
破
壊
主
義
者
た
ち
が
支
配
権
に
到
達
す
る
と
き
を
考
え
る
と
き
、
わ
た
く
し
は
た
だ
た
だ
恐
怖
と
絶
望
に
お
そ
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わ
れ
る
。
そ
の
ま
め
だ
ら
け
の
手
で
、
か
れ
ら
は
わ
た
く
し
の
心
に
と
っ
て
あ
ん
な
に
高
価
な
美
の
大
理
石
像
を
、
情
け
容
赦
も
な

く
破
壊
す
る
だ
ろ
う
。〔
…
…
〕
か
れ
ら
は
わ
た
く
し
の
月
桂
樹
の
林
を
切
り
倒
し
、
そ
こ
に
馬
鈴
薯
を
植
え
る
だ
ろ
う
。〔
…
…
〕

そ
し
て
、
あ
あ
！

わ
た
く
し
の
歌�

の�

本�

は
、
香
料
品
屋
が
未
来
の
老
婆
た
ち
の
た
め
に
、
コ
ー
ヒ
ー
か
嗅
ぎ
煙
草
を
い
れ
て
や
る

紙
袋
を
つ
く
る
の
に
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
あ
あ
！

わ
た
く
し
は
そ
れ
ら
す
べ
て
を
予
見
す
る
、
そ
し
て
勝
ち
ほ
こ
る
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
が
、
わ
た
く
し
の
詩
は
す
べ
て
の
古
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
世
界
も
ろ
と
も
消
え
去
る
だ
ろ
う
と
破
滅
を
お
ど
か
す
の
を
思
う

と
き
、
わ
た
く
し
は
言
語
に
絶
す
る
哀
愁
に
と
ら
わ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
た
く
し
は
率
直
に
告
白
す
る
、
わ
た

く
し
の
す
べ
て
の
利
益
と
趣
味
に
そ
ん
な
に
反
す
る
そ
の
同
じ
共
産
主
義
が
、
打
ち
か
つ
こ
と
が
で
き
ぬ
ほ
ど
わ
た
く
し
の
心
を
魅

了
す
る
の
だ
と
。
わ
た
く
し
の
胸
の
な
か
で
二
つ
の
声
が
そ
れ
の
た
め
に
語
る
、
な
ん
と
し
て
も
黙
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
、
お
そ

ら
く
結
局
は
悪
魔
の
さ
さ
や
き
に
す
ぎ
ぬ
二
つ
の
声
が
。」

「
こ
れ
ら
の
声
の
第
一
の
も
の
は
、
論
理
の
そ
れ
で
あ
る
。
悪
魔
は
論
理
家
で
あ
る
！
と
ダ
ン
テ
は
言
っ
た
。〔
…
…
〕〈
人
間
は

す
べ
て
食
う
権
利
を
も
つ
〉
と
い
う
前
提
を
わ
た
く
し
が
論
破
し
え
な
い
な
ら
ば
、
当
然
わ
た
く
し
は
ま
た
そ
の
あ
ら
ゆ
る
結
論
を

も
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。〔
…
…
〕
利
己
主
義
が
栄
え
、
人
間
が
人
間
に
搾
取
さ
れ
る
こ
の
古
い
世
界
、
そ
ん
な
も
の

は
た
た
き
こ
わ
さ
れ
る
が
い
い
！
〔
…
…
〕
香
料
品
屋
に
祝
福
あ
れ
、
―
―
た�

と�

え�

世�

界�

は�

ほ�

ろ�

ぶ�

と�

も�

、
正�

義�

は�

お�

こ�

な�

わ�

れ�

よ�

fiat
justitia,

pereat
m
undus

！
と
。」

「
わ
た
く
し
を
か
ら
め
と
る
二
つ
の
命
令
す
る
声
の
第
二
の
も
の
は
、〔
…
…
〕
憎
悪
の
声
で
あ
る
。〔
…
…
〕
わ
れ
わ
れ
の
共
同

の
敵
で
あ
る
党
派
に
対
し
て
わ
た
く
し
が
抱
く
憎
悪
の
声
。
わ
た
く
し
が
言
う
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
粋la

nationalité

の
代

表
者
と
自
称
す
る
党
、
そ
の
祖
国
愛
な
る
も
の
は
た
だ
外
国
人
や
隣
国
に
対
す
る
愚
か
し
い
嫌
悪
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
し
て
毎
日
、
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と
く
に
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
そ
の
憎
悪
を
そ
そ
ぎ
か
け
る
、
あ
の
え
せ
愛
国
者
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。〔
…
…
〕
一
八
一
五
年
の
ド
イ

ツ
狂
ど
もteutom

anes

の
生
き
残
り
と
か
孫
子
ど
も
―
―
わ
た
く
し
は
わ
た
く
し
の
全
生
涯
を
つ
う
じ
て
か
れ
ら
を
憎
み
、
か
れ

ら
と
た
た
か
っ
た
、
そ
し
て
い
ま
、
死
ん
で
ゆ
く
わ
た
く
し
の
手
か
ら
剣
が
は
な
れ
落
ち
よ
う
と
す
る
い
ま
、
か
れ
ら
を
第
一
の
邪

魔
者
と
み
な
す
共
産
主
義
が
、
か
れ
ら
に
止
め
を
刺
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
確
信
に
よ
っ
て
、
わ
た
く
し
は
慰
め
を
感
じ
る
。〔
…
…
〕

国
粋
主
義
の
連
中
に
対
す
る
憎
悪
か
ら
、
わ
た
く
し
は
ほ
と
ん
ど
共
産
主
義
者
た
ち
に
ほ
れ
こ
み
か
ね
ぬ
ほ
ど
だ
。〔
…
…
〕
共
産

主
義
者
た
ち
は
無
神
論
者
で
さ
え
あ
る
〔
…
…
〕。
だ
が
そ
の
主
要
信
条
と
し
て
、
か
れ
ら
は
絶
対
的
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム

と
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
人
々
に
普
遍
的
な
愛
と
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
、
こ
の
地
上
の
自
由
な
市
民
に
対
す
る
平
等
な
友
情
と
を
信
奉
し
て

い
る
。
こ
の
根
本
的
信
条
は
、
か
つ
て
福
音
書
が
説
い
た
も
の
と
同
一
の
も
の
で
（
６４
）

あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
、
人
間
を
搾
取
す
る
社
会
を
打
破
す
る
「
論
理
」
と
国
粋
主
義
へ
の
「
憎
悪
」
と
い
う
二
つ
の
あ
ら
が
い
が
た
い
声

に
動
か
さ
れ
て
、
た
し
か
に
ハ
イ
ネ
は
共
産
主
義
に
「
魅
了
」
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
で
も
な
お
、
か
れ
ら
「
聖
像

破
壊
主
義
者
た
ち
」
の
支
配
す
る
無
味
乾
燥
な
社
会
の
到
来
に
「
恐
怖
と
絶
望
」
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
ハ
イ
ネ
が
い
る
。
そ
れ
は

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
ド
イ
ツ
人
の
眼
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
ロ
マ
ン
主
義
的
詩
人
の
心
情
で
あ
る
。
そ
し
て
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義

が
詩
人
の
心
を
と
ら
え
た
の
も
、
す
で
に
サ
ン
‐
シ
モ
ン
そ
の
人
に
お
け
る
産
業
と
技
術
と
芸
術
と
の
不
可
分
な
一
体
性
に
表
さ
れ

て
い
た
も
の
、
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
す
ぐ
れ
て
脱
政
治
的
な
、
経
済
的
・
社
会
関
係
問
題
的
な
新
時
代
を
現
に
弟
子
た
ち

が
お
の
お
の
分
業
し
て
多
面
的
に
模
索
し
た
過
渡
期
の
多
義
的
な
思
想
複
合
体
と
い
う
そ
の
性
質
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
（
６５
）

う
か
。

ハ
イ
ネ
が
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
か
ら
学
ん
だ
も
の
は
、
た
と
え
ば
バ
ザ
ー
ル
、
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
ら
弟
子
た
ち
の
共
同
講
演
記
録
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る
ハ
イ
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、
ア
ー
レ
ン
ス
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ー
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上
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『
教
理
解
説
』（
第
一
年
度
）
に
あ
る
「
人
間
に
よ
る
人
間
の
搾
取
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
社
会
分
析
の
視
角
で
あ
り
、
そ
の

基
盤
を
な
し
て
い
た
（
現
代
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
い
う
階
級
」
は
奴
隷
制
の
「
延
長
で
し
か
な
い
」
と
い
う
論
点
も
ふ
く
む
）
歴

史
理
論
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
、
ハ
イ
ネ
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
の

提
起
し
た
「
分
析
や
解
決
案
の
細
部
で
は
な
く
、〈
大
き
な
動
向
〉、
普
遍
史
的
な
展
望
で
あ
り
、
か
れ
は
こ
の
展
望
が
、
サ
ン
‐
シ

モ
ン
主
義
の
教
理
に
お
い
て
、
生
の
す
べ
て
の
領
域
を
包
括
す
る
一
つ
の
精
神
的
な
総
合
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
み
た
の
だ
」、

と
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
が
ハ
イ
ネ
の
心
を
と
ら
え
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
「
普
遍
主
義
的
な
特
徴
」
で
あ

り
、
そ
れ
が
ハ
イ
ネ
の
関
心
を
「
政
治
的
な
過
程
〔「
革
命
の
ト
ラ
ウ
マ
」〕
か
ら
社
会
的
な
過
程
へ
」
深
化
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
与

え
た
と
考
え
ら
（
６６
）

れ
る
。
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
が
体
験
し
た
「
歴
史
」
へ
の
開
眼
も
、
そ
れ
に
重
な
り
あ
う
だ
ろ
う
。

（
三
）
ル
イ
・
ブ
ラ
ン

一

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
、
ハ
イ
ネ
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー
と
並
ん
で
注
目
し
て
い
る
の
は
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン

(L
ouis

B
lanc,

1811-1882)

で
あ
る
。『
ル
テ
ー
ツ
ィ
ア
』
で
は
四
〇
年
十
一
月
六
日
付
と
な
っ
て
い
る
記
事
（
実
際
に
は
四
二
年

一
月
十
二
日
作
成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
に
し
た
が
え
ば
、
ハ
イ
ネ
は
「
す
で
に
六
年
前
に
、
か
れ
〔
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
〕
と
は
『L

e

M
onde

』
と
い
う
名
前
の
共
和
派
の
雑
誌
の
編
集
者
と
し
て
こ
こ
〔
パ
リ
〕
で
会
っ
」
て
（
６７
）

い
た
。
そ
の
ご
ブ
ラ
ン
が
『L

e
B
on

Sens

』（
一
八
三
六
―
三
八
年
）
を
経
て
『R

evue
du
Progrès

』（
一
八
三
九
―
四
二
年
）
の
編
集
者
に
な
っ
て
か
ら
も
交
流
が
あ

り
、
四
二
年
一
月
の
ハ
イ
ネ
の
手
稿
に
よ
れ
ば
、『
労
働
の
組
織
』（
一
八
三
九
年
、
ま
ず
同
誌
上
で
公
表
、
つ
い
で
小
冊
子
化
）
で

自
由
競
争
原
理
の
克
服
を
説
い
た
著
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
七
月
王
政
『
十
年
史
』（
第
一
巻
は
一
八
四
一
年
刊
、
四
四
年
ま
で
に

―２１６（４１）―
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ン
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ン
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、
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全
五
巻
）
を
書
い
た
現
代
史
家
と
し
て
も
、
ブ
ラ
ン
を
「
フ
ラ
ン
ス
の
最
も
偉
大
な
思
想
家
の
一
人
」
と
高
く
評
価
し
、「
顕
著
な

将
来
性
」
を
見
込
ん
で
（
６８
）

い
た
。

同
時
代
人(V

arnhagen)

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
前
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
が
『
労
働
の
組
織
』
の
印
刷
を
準
備
し
て
い
た
四

〇
年
の
春
に
、
ハ
イ
ネ
は
鉄
道
の
駅
で
か
れ
に
出
会
っ
た
と
き
、「
い
ま
や
フ
ラ
ン
ス
を
最
大
限
ギ
ロ
チ
ン
に
送
る
こ
と
が
で
き
る

人
に
な
ら
れ
て
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
声
を
か
け
た
と
（
６９
）

い
う
。
同
年
四
月
末
に
も
ハ
イ
ネ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
メ

モ
を
残
し
て
い
る
。「
共
和
派
の
最
も
重
要
な
機
関
紙
は
、R

evue
du
Progrès

で
あ
る
。
編
集
長
で
あ
る
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
は
、
明

ら
か
に
か
れ
の
党
派
の
最
も
傑
出
し
た
頭
で
あ
る
。
か
れ
の
体
格
は
非
常
に
小
柄
で
、
見
た
目
は
ほ
と
ん
ど
学
校
の
生
徒
の
よ
う

で
、
小
さ
い
赤
い
頬
を
し
て
、
ひ
げ
も
ほ
と
ん
ど
皆
無
だ
。
し
か
し
精
神
的
に
は
か
れ
は
党
派
仲
間
の
す
べ
て
に
た
ち
ま
さ
っ
て
い

る
。
そ
し
て
か
れ
の
視
線
は
、
社
会
問
題
が
巣
く
い
待
ち
伏
せ
て
い
る
奈
落
の
底
に
ま
で
深
く
達
し
て
い
る
。
か
れ
は
偉
大
な
将
来

を
も
っ
て
い
る
男
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
か
れ
は
過
去
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
だ
。
か
れ
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
か
れ
の
党
派
の
最
も
傑

出
し
た
頭
で
あ
る
。
そ
し
て
わ
た
く
し
は
、
今
週
、
か
れ
と
共
和
派
の
共
同
編
集
者
た
ち
と
の
あ
い
だ
で
起
こ
っ
た
意
見
対
立
に
つ

い
て
知
っ
た
と
き
、
た
い
し
て
不
審
に
思
わ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
〔
戯
曲
〕『
ヴ
ォ
ー
ト
ラ
ン
』

が
問
題
に
な
っ
た
折
に
、
劇
場
検
閲
は
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
あ
か
ら
さ
ま
に
公
言
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
ん
な
ぞ
っ
と
す
る

よ
う
な
発
言
、
反
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
的
な
異
端
表
明
に
憤
慨
し
て
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ピ
アFelix

Pyat

と
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
リ
ュ
シ

ェA
uguste

L
uchet

はR
evue

du
Progrès

の
編
集
部
か
ら
離
脱
し
た
。
両
名
は
、
立
派
な
人
格
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
き
わ

め
て
才
能
豊
か
な
著
述
家
で
も
あ
り
、二
・
三
年
前
に
か
れ
ら
は
共
同
で
戯
曲
を
書
い
た
が
、
そ
れ
は
劇
場
検
閲
に
よ
っ
て
差
し
止

め
ら
れ
た
（
７０
）

の
だ
。」
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
は
、
個
人
の
表
現
の
自
由
よ
り
も
国
家
の
立
場
を
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

―２１５（４２）―
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ル
イ
・
ブ
ラ
ン
の
『
十
年
史
』
の
公
刊
を
う
け
て
執
筆
さ
れ
た
上
述
の
四
二
年
一
月
十
二
日
作
成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
記
事
で

も
、「
ま
だ
せ
い
ぜ
い
三
十
歳
を
多
少
こ
え
た
く
ら
い
の
若
い
」
か
れ
の
小
躯
童
顔
の
外
貌
と
老
成
し
た
論
理
と
の
不
釣
合
い
、
本

人
は
マ
ド
リ
ッ
ド
生
ま
れ
で
母
親
は
コ
ル
シ
カ
出
身
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
精
神
の
点
で
は
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
は
な
に
よ
り
も

ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
と
親
和
的
で
、
ル
ソ
ー
の
著
作
が
か
れ
の
思
考
と
著
述
の
様
式
全
体
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
」
と

述
べ
、
か
れ
の
『
労
働
の
組
織
』
を
評
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
知
識
は
完
璧
で
は
な
い
も
の
の
、
民
衆
の
苦
悩
に
対
す

る
熱
い
共
感
が
、
こ
の
小
品
の
ど
の
行
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
同
時
に
そ
こ
に
は
、
無
制
限
の
支
配
へ
の
偏
愛
、
独
創
的

な
人
格
主
義
に
対
す
る
徹
底
的
な
反
感
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
は
、
た
と
え
ば
才
気
に
満
ち
た
ピ

ア
の
よ
う
な
、
何
人
か
の
か
れ
の
共
和
主
義
的
仲
間
た
ち
と
際
だ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
差
異
は
、
少
し
前
に
、
つ
ま
り
、
あ
の

共
和
主
義
者
た
ち
が
要
求
し
て
い
る
絶
対
的
な
出
版
の
自
由
を
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
が
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
き
に
、
ほ
と
ん
ど
衝

突
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
こ
の
と
き
ま
っ
た
く
明
白
に
な
っ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
の
共
和
主
義
者
た
ち
は
自

由
を
、
た
だ
自
由
の
た
め
に
愛
す
る
が
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
は
自
由
を
、
む
し
ろ
博
愛
主
義
的
な
諸
目
的
を
促
進
す
る
た
め
の
手
段
と

み
な
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
か
れ
に
と
っ
て
は
、
諸
個
人
の
能
力
や
偉
大
さ
の
い
っ
さ
い
の
権
限
や

根
拠
よ
り
も
、
ど
ん
な
政
府
も
そ
れ
な
し
で
は
民
衆
の
安
寧
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
統
治
の
権
威
と
い
う
も
の
の
ほ
う
が
、

は
る
か
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
（
７１
）

あ
る
。」
こ
れ
に
つ
づ
け
て
、
ハ
イ
ネ
は
皮
肉
ま
じ
り
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

る
。「
そ
う
な
の
だ
、
も
し
か
し
た
ら
か
れ
は
自
分
の
体
格
の
ゆ
え
に
、
背
の
高
い
人
間
は
み
な
嫌
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し

て
か
れ
は
、
ル
ソ
ー
の
も
う
ひ
と
り
の
弟
子
で
あ
る
、
い
ま
は
な
き
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
か
れ
が
共
有
す
る
不

信
の
念
を
も
っ
て
、〔
大
き
な
〕
か
れ
ら
を
ね
た
ま
し
げ
に
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
わ
た
く
し
は
思
う
の
だ
が
、
あ
の
こ
び

―２１４（４３）―
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ン
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と
は
、
定
め
ら
れ
た
新
兵
基
準
よ
り
背
が
高
い
頭
は
ど
れ
も
み
な
切
り
落
と
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
公
共
の

安
寧
、
普
遍
的
な
平
等
、
民
衆
の
社
会
的
な
幸
福
の
た
め
な
の
だ
。
か
れ
自
身
は
節
度
が
あ
り
、
自
分
の
小
さ
な
身
体
に
な
ん
の
喜

び
も
感
じ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
か
れ
は
、
国
家
に
普
遍
的
な
台
所
の
平
等
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で

は
、
わ
れ
わ
れ
全
員
の
た
め
に
同
じ
ス
パ
ル
タ
風
の
黒
い
ス
ー
プ
が
つ
く
ら
れ
、
さ
ら
に
も
っ
と
ひ
ど
い
こ
と
だ
が
、
そ
こ
で
は
巨

人
も
、
こ
び
と
の
兄
弟
が
享
受
す
る
の
と
同
じ
分
量
を
与
え
ら
れ
る
の
だ
。
こ
ん
な
新
し
い
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
ま
っ
ぴ
ら
ご
め
ん

だ
！

わ
れ
わ
れ
は
み
な
兄
弟
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
通
り
だ
が
、
わ
た
く
し
は
大
き
な
兄
弟
で
あ
り
、
諸
君
は
小
さ
な
兄
弟

た
ち
で
あ
る
、
そ
こ
で
わ
た
く
し
に
は
よ
り
多
く
の
分
け
前
が
ふ
さ
わ
し
い
。
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
と
い
う
の
は
、
リ
リ
パ
ッ
ト
人
と
ス

パ
ル
タ
人
と
の
お
か
し
な
複
合
語
な
の
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
た
く
し
は
か
れ
に
は
大
き
な
将
来
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
か
れ

は
、
た
と
え
短
く
て
も
、
あ
る
役
割
を
演
じ
る
こ
と
だ
（
７２
）

ろ
う
。」

「
諸
個
人
の
能
力
」
や
「
出
版
の
自
由
」
よ
り
も
、「
公
共
の
安
寧
」
や
「
普
遍
的
な
平
等
」
を
実
現
す
る
た
め
の
「
統
治
の
権
威
」

を
重
視
す
る
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
に
対
し
て
、
ハ
イ
ネ
は
距
離
を
お
い
て
批
判
的
に
な
が
め
て
い
る
。「
普
遍
的
な
台
所
の
平
等
」
を
う

た
う
「
新
し
い
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
」
は
、
い
わ
ば
プ
ロ
ク
ル
ス
テ
ス
の
ベ
ッ
ド
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
後
段
の
「
わ
た
く
し
に
は
よ
り

多
く
の
分
け
前
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
い
う
の
は
、
ハ
イ
ネ
流
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ユ
ー
モ
ア
か
も
し
れ
な
い
が
、
ハ
イ
ネ
自
身
も
、
上
述

の
よ
う
に
人
間
に
よ
る
人
間
の
「
搾
取
」
を
克
服
す
る
「
社
会
主
義
」
あ
る
い
は
「
共
産
主
義
」
へ
の
期
待
を
抱
い
て
い
る
か
ら
、

諸
個
人
の
自
由
と
社
会
的
秩
序
と
の
深
刻
な
デ
ィ
レ
ン
マ
を
自
覚
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
を
た
だ
批
判
す
れ
ば
す

む
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
（
７３
）

っ
た
。

二

一
八
四
〇
年
代
に
は
い
れ
ば
、
同
時
代
の
観
察
者
と
し
て
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン(L

orenz
Stein,

1815-1890)

が
加

―２１３（４４）―
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わ
る
。
か
れ
は
七
月
に
デ
ン
マ
ー
ク
民
事
訴
訟
の
研
究
で
キ
ー
ル
大
学
か
ら
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
、
翌
四
一
年
に
デ
ン
マ
ー

ク
政
府
の
留
学
資
金
を
得
て
同
年
十
月
か
ら
四
三
年
三
月
ま
で
パ
リ
に
滞
在
し
た
。
そ
の
か
ん
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
国
家
」
と
は
異

な
る
「
社
会société

」
の
概
念
を
フ
ラ
ン
ス
で
発
見
し
、「
政
治
運
動
」
と
は
異
な
る
「
社
会
運
動
」
の
時
代
の
到
来
を
確
信
す
る
。

か
つ
て
の
イ
ェ
ー
ナ
の
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
闘
士
ア
ル
ノ
ル
ト
・
ル
ー
ゲ
の
紹
介
を
仰
い
で
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
（
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
ト

社
）
で
四
二
年
九
月
に
公
刊
し
た
『
こ
ん
に
ち
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
主
義
と
共
産
主
義
』
は
、
そ
れ
ら
の
運
動
の
全
体
像
を

ド
イ
ツ
に
紹
介
し
た
先
駆
的
事
例
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、「
社
会
主
義
」
と
し
て
サ
ン
‐
シ
モ
ン
と
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
、
フ
ー

リ
エ
と
フ
ー
リ
エ
主
義
者
を
配
し
、
そ
れ
と
「
並
列
す
る
」
独
自
の
思
想
家
と
し
て
、
ラ
ム
ネ
、
ピ
エ
ル
・
ル
ル
ー
、
プ
ル
ー
ド

ン
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
の
四
人
に
注
目
し
、「
共
産
主
義
」
と
し
て
は
、
バ
ブ
ー
フ
（
お
よ
び
ブ
オ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ
）
を
中
心
に
カ
ベ
に

も
言
及
し
て
い
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
が
本
書
の
四
二
年
六
月
付
の
序
文
で
、
と
く
に
名
を
あ
げ
て
そ
の
好
意
に
謝
意
を
呈
し
た
の
は
、

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
（
フ
ー
リ
エ
派
）、
ル
イ
・
レ
ボ
ー
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
、
カ
ベ
の
四
人
で
あ
り
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
と

く
に
レ
ボ
ー
の
著
書
『
現
代
の
改
革
家
あ
る
い
は
近
代
社
会
主
義
者
サ
ン
‐
シ
モ
ン
、
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ー
リ
エ
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー

ウ
ェ
ン
に
つ
い
て
の
研
究
』（
一
八
四
〇
年
、
パ
リ
）
を
全
面
的
に
活
用
し
て
（
７４
）

い
る
。

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
こ
う
し
た
表
の
顔
と
は
別
に
、
パ
リ
の
ド
イ
ツ
人
亡
命
者
の
活
動
や
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
の
動
向
に
つ
い
て
プ

ロ
イ
セ
ン
内
務
省
宛
に
報
告
書
を
書
い
て
い
た
と
い
う
裏
の
顔
も
も
つ
。
シ
ュ
タ
イ
ン
の
視
野
の
端
に
ア
ー
レ
ン
ス
が
登
場
す
る
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
で
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
ベ
ル
ギ
ー
に
進
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
に
ふ
れ
た
、

四
二
年
五
月
十
九
日
付
の
プ
ロ
イ
セ
ン
参
事
官
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ー
ゴ
・
ヘ
ッ
セ
宛
の
報
告
書
に
お
い
て
で
あ
る
。「
精
神
的
に
ベ
ル

ギ
ー
は
、
一
部
は
フ
ラ
ン
ス
に
吸
収
さ
れ
、
一
部
は
、
最
近
と
く
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大
学
内
の
対
立
と
ア
ー
レ
ン
ス
教
授
に
よ
る
ド

―２１２（４５）―
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イ
ツ
哲
学
の
登
場
の
成
功
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
宗
教
的
反
対
派
に
よ
っ
て
覚
醒
さ
せ
ら
れ
て
（
７５
）

い
る
」、
と
。
ベ
ル
ギ

ー
で
は
、
こ
の
時
期
に
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
自
由
大
学
と
の
対
立
を
背
景
と
し
て
、
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
で
も
宗
派
対
立
が
激
化
し
て
お
り
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
そ
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
モ
ー
ル
は
、
一
八
三
九
年
秋

の
ベ
ル
ギ
ー
旅
行
の
際
に
ア
ー
レ
ン
ス
を
訪
ね
て
懇
意
と
な
り
、
以
後
数
年
に
わ
た
っ
て
両
者
は
手
紙
の
や
り
と
り
を
お
こ
な
っ
て

い
る
が
、
モ
ー
ル
は
ベ
ル
ギ
ー
の
大
学
問
題
に
関
心
を
寄
せ
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
側
か
ら
の

攻
撃
と
そ
れ
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
さ
ま
を
、
一
八
四
〇
―
四
四
年
の
モ
ー
ル
宛
の
手
紙
に
く
り
か
え
し
記
し
て
い
る
。

（
１
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
木
村
周
市
朗
「
ア
ー
レ
ン
ス
の
所
有
権
論
と
共
同
性
」、『
成
城
大
学
経
済
研
究
』、
第
二
一
二
号
、
二
〇
一
六
年

三
月
、
所
収
、
を
参
照
の
こ
と
。
ア
ー
レ
ン
ス
の
モ
ー
ル
宛
の
手
紙
に
つ
い
て
は
、
同
「
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
自
然
法
論
と
〈
社
会
〉
の

発
見
」、
同
上
誌
、
第
一
九
九
号
、
二
〇
一
三
年
、
所
収
、
を
見
よ
。

（
２
）

J.
S.
M
ill,
A
utobiography,

in:
C
ollected

W
orks

of
John

Stuart
M
ill,
vol.

I,
A
utobiography

and
L
iterary

E
ssays,

ed.
by
J.
M
.

R
obson

and
J.
Stillinger,

U
niversity

of
T
oronto

Press,
1981,

pp.
171,

173,
175,

177.

朱
牟
田
夏
雄
訳
『
ミ
ル
自
伝
』、
岩
波
文
庫
、

一
九
六
〇
年
、
一
四
六
、
一
四
八
―
一
四
九
、
一
五
二
ペ
ー
ジ
。（
傍
点
部
分
は
、
原
文
が
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。）
な
お
、
本
稿
で
は
、

引
用
文
中
の
（

）
は
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
、〔

〕
の
部
分
は
引
用
者
に
よ
る
補
筆
で
あ
り
、〈

〉
は
引
用
文
中
の
引
用
符
で
あ
る
。

引
用
文
中
の
傍
点
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
原
文
が
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
邦
訳
書
が
あ
る
も
の
は
当
該
ペ
ー
ジ
数

を
注
記
す
る
が
、
本
稿
で
の
引
用
文
は
邦
訳
書
に
従
っ
て
い
な
い
ば
あ
い
が
あ
る
。

（
３
）

H
.
A
hrens,

D
ie
A
bw
ege

in
der

neuern
deutschen

G
eistesentw

ickelung
und

die
nothw

endige
R
eform

des
U
nterrichtsw

esens,

in:
D
ie
neue

Z
eit,

F
reie

H
efte

für
vereinte

H
öherbildung

der
W
issenschaft

und
des

L
ebens,

den
G
ebildeten

aller
Stände
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gew
idm

et,
Im
G
eiste

des
Philosophencongresses

unter
M
itw
irkung

von
G
esinnungsgenossen

hrsg.
von

H
.
Frhr.

von
L
eonhardi,

V
II.
H
eft,

Prag
1873,

S.
81-184,

hier
S.
158f.

A
nm
.

（
４
）

H
.
A
hrens,

C
ours

de
psychologie,

fait
à
Paris

sous
les

auspices
du
gouvernem

ent,
Prem

ier
volum

e,
C
ontenant

l’A
nthropolo-

gie
générale,

Paris,
M
erklein,

1836,
pp.

v-vi.

（
５
）

H
.
A
hrens,

op.
cit.,

Second
volum

e,
C
ontenant

la
psychologie

proprem
ent

dite
et
la
partie

génerale
de
la
m
étaphysique,

Paris,
B
rockhaus,

1838,
pp.

V
I-V
II.

（
６
）

Ibid.,
p.
V
III.

（
７
）
た
だ
し
第
二
巻
は
、
第
一
巻
と
は
出
版
者
が
異
な
っ
て
お
り
、
第
二
巻
に
は
、
第
一
巻
と
同
型
の
扉
の
前
に
、C

O
U
R
S
D
E
PH
I-

L
O
SO
PH
IE
.

と
だ
け
印
刷
さ
れ
た
も
う
一
枚
の
扉
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
も
な
く
ア
ー
レ
ン
ス
の
主
著
（
初
版
一
八
三
八
年
）
が
ス

ペ
イ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
を
は
じ
め
多
言
語
に
翻
訳
さ
れ
る
過
程
で
、
著
者
の
関
知
し
な
い
異
本
も
出
回
っ
た
と
ア
ー
レ
ン
ス
は
述
べ
て

い
る
が
、
と
く
に
本
書
の
出
版
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
ク
ー
ザ
ン
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
松
永
澄
夫
「
１９
世
紀
総
論
」、
同
「
ク
ザ
ン
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
」、
村
松
正
隆

「
ロ
ワ
イ
エ＝

コ
ラ
ー
ル
」、
小
林
道
夫
・
小
林
康
夫
・
坂
部
恵
・
松
永
澄
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
哲
学
・
思
想
事
典
』、
弘
文
堂
、
一
九
九
九

年
、
所
収
、
川
口
茂
雄
「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
哲
学
の
潮
流
」、
杉
山
直
輝
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
哲
学
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
流
入
」、
伊
藤
邦

武
編
『
哲
学
の
歴
史
８
社
会
の
哲
学
』、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
年
、
所
収
、
村
松
正
隆
「
国
家
・
教
育
・
哲
学
の
三
位
一
体

―
―
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ク
ザ
ン
の
哲
学
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」、
日
仏
哲
学
会
編『
フ
ラ
ン
ス
哲
学
・
思
想
研
究
』、
第
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
、

所
収
。

（
９
）

D
.
S.
G
oldstein,

“O
fficial

Philosophies”
in
M
odern

France,
T
he
E
xam

ple
of
V
ictor

C
ousin,

in:
Journal

of
Social

H
istory,

vol.
1,
N
o.
3,
O
xford

U
niversity

P
ress,

1968,
pp.

259-279,
particularly

pp.
265-266.
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（
１０
）

M
.
K
lüver,

Sozialkritik
und

Sozialreform
bei

H
einrich

A
hrens,

D
iss.,

H
am
burg

1967,
S.
11
A
nm
.

（
１１
）

E
.
M
.
U
reña,

K
.
C
.
F.
K
rause,

Philosoph,
Freim

aurer,
W
eltbürger,

E
ine

B
iographie,

Stuttgart-B
ad
C
annstatt

1991,
S.
620.

（
１２
）

U
nsere

Z
eit,

D
eutsche

R
evue

der
G
egenw

art,
N
eue

Folge,
11.

Jg.,
2.
H
älfte,

L
eipzig

1875,
S.
948ff.

レ
オ
ン
ハ
ル
デ
ィ
は
、

一
八
三
四
年
以
降
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
遺
稿
集
を
「
宗
教
哲
学
」・「
認
識
論
」・「
生
の
理
論
お
よ
び
歴
史
哲
学
」
の
主
題
別
に
連
続
出
版
す
る

と
と
も
に
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
レ
ー
ベ
ル(Friedrich
W
ilhelm

A
ugust

Fröbel,
1782-1852)

と
そ
の
仲
間
ラ
ン
ゲ
タ
ー
ル(H

einrich

L
angethal,

1792-1879)

と
交
流
し
、
の
ち
の
ク
ラ
ウ
ゼ
派
と
フ
レ
ー
ベ
ル
派
と
の
合
流
の
素
地
を
つ
く
っ
た
。
レ
オ
ン
ハ
ル
デ
ィ
は
、

四
一
年
に
ク
ラ
ウ
ゼ
の
次
女
ジ
ド
ニ
ーSidonie

と
結
婚
し
て
の
ち
、
同
門
の
レ
ー
ダ
ー(K

arl
D
avid

A
ugust

R
öder,

1806-1879)

の

い
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
、
私
的
な
講
義
を
お
こ
な
う
こ
と
を
許
さ
れ
、
そ
の
か
ん
に
、
マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
研
修
に
来
た
サ
ン
・
デ
ル
・

リ
オ(Julian

Sanz
del

R
io,
1814-1869)

と
の
交
流
を
つ
う
じ
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
思
想
が
ス
ペ
イ
ン
で
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。

し
か
し
、
サ
ン
・
デ
ル
・
リ
オ
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ゼ
の
『
人
類
の
原
像
』
の
ス
ペ
イ
ン
語
訳
が
出
た
の
は
一
八
六
〇
年
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り

は
る
か
前
の
四
一
年
に
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
主
著
初
版
がN

avarro

に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
て
お
り
（
二
巻
本
）、
そ
の
二
年
後

に
サ
ン
・
デ
ル
・
リ
オ
は
ま
ず
ア
ー
レ
ン
ス
を
訪
問
し
、
ア
ー
レ
ン
ス
が
か
れ
を
レ
オ
ン
ハ
ル
デ
ィ
に
紹
介
し
た
の
だ
っ
た
。
レ
オ
ン
ハ

ル
デ
ィ
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
で
は
、
ヘ
ッ
カ
ー＝

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ー
ヴ
ェ
の
革
命
主
義
に
反
対
し
て
ク
ラ
ウ
ゼ
の
改
革
路
線
を

と
り
、
四
九
年
以
降
は
プ
ラ
ハ
の
教
授
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ＝

フ
レ
ー
ベ
ル
的
な
全
人
教
育
の
運
動
に
傾
注
し
た
。

（
１３
）

J.
B
eecher,

C
harle

Fourier,
T
he
visionary

and
his

w
orld,

U
niv.

of
C
alifornia

Press,
1986,

pp.
413-430.

福
島
知
己
訳
『
シ
ャ

ル
ル
・
フ
ー
リ
エ
伝
―
―
幻
視
者
と
そ
の
世
界
―
―
』、
作
品
社
、
二
〇
〇
一
年
、
三
五
二
―
三
六
七
ペ
ー
ジ
。

（
１４
）

H
.
A
hrens,

C
ours

de
droit

naturel
ou

de
philosophie

du
droit,

fait
d’après

létat
actuel

de
cette

science
en

A
llem

agne,

Seconde
édition

revue
et
considérablem

ent
augm

entée,
B
ruxelles,

1844,
pp.

257-258
note.

V
gl.
D
ers.,

D
as
N
aturrecht

oder
die

R
echtsphilosophie

nach
dem

gegenw
ärtigen

Z
ustande

dieser
W
issenschaft

in
D
eutschland,

N
ach

der
zw
eiten

A
usgabe

deutsch
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von
A
.
W
irk,

B
raunschw

eig
1846,

S.
216f.

A
nm
.

（
な
お
、
傍
点
部
分
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。）

（
１５
）

H
.
A
hrens,

C
ours

de
droit

naturel,
p.
261.

V
gl.
D
ers.,

D
as
N
aturrecht,

a.a.O
.,
S.
219.

（
１６
）
戦
後
の
早
い
段
階
で
す
で
に
こ
の
よ
う
に
明
快
な
位
置
づ
け
を
与
え
て
い
る
の
は
、
水
田
洋
・
水
田
珠
枝
『
社
会
主
義
思
想
史
』、
東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
八
年
、
一
八
七
―
一
八
九
ペ
ー
ジ
、
で
あ
る
。「
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
」
の
動
向
を
展
望
す
る
う
え
で
有
益
な
も

の
と
し
て
、
中
村
秀
一
「
サ
ン
‐
シ
モ
ン
教
と
普
遍
的
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
―
―
サ
ン
‐
シ
モ
ン
派
」、『
社
会
思
想
史
の
窓
』
刊
行
会
編

『
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
想
像
力
―
―
初
期
社
会
主
義
思
想
へ
の
新
視
角
―
―
』、
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
、
所
収
、
を
見
よ
。

（
１７
）

P.
R
osanvallon,

«G
uizot»,

F.
Furet

et
M
.
O
zouf

et
collaborateurs,

D
ictionnaire

critique
de
la
R
évolution

française,
Paris,

Flam
m
arion,

1988,
pp.

967-972.

河
野
健
二
・
阪
上
孝
・
富
永
茂
樹
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
事
典
』（
７
歴
史
家
）、
み
す
ず
書
房
、

二
〇
〇
〇
年
、一
三
―
二
四
ペ
ー
ジ
。（
傍
点
部
分
は
、
原
文
が
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。）

（
１８
）
安
藤
隆
穂
『
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
成
立
―
―
公
共
圏
の
思
想
史
―
―
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
第
八
章
、
を
見
よ
。

（
１９
）
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
「
公
教
育
」
を
不
可
欠
の
も
の
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
見
よ
。B

.
B
aczko,

«Instruction
publique»,

F.
Furet,

M
.
O
zouf

et
collaborateurs,

D
ictionnaire

critique
de
la
R
évolution

française,
Institutions

et
créations,

Paris,
(C
ham

ps,

265),
1992,

pp.
275-297.

前
掲
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
事
典
』（
４
制
度
）、
一
九
九
九
年
、
一
九
四
―
二
一
六
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、
初
等
教

育
（
民
衆
の
「
訓
育
」
と
「
保
護
」）
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
秩
序
の
形
成
を
め
ぐ
る
、「
ギ
ゾ
ー
法
」
か
ら
共
和
主
義
的
「
カ
ル
ノ
ー

法
案
」
を
へ
て
国
家
統
制
的
「
フ
ァ
ル
ー
法
」（
一
八
五
〇
年
）
に
至
る
ま
で
の
振
幅
に
つ
い
て
、
上
村
祥
二
「
二
月
革
命
と
初
等
教

育
」、
坂
上
孝
編
『
１
８
４
８

国
家
装
置
と
民
衆
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
五
年
、
所
収
、
を
見
よ
。

（
２０
）
公
教
育
大
臣
ギ
ゾ
ー
が
連
署
し
た
ル
イ
‐
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
（
一
八
三
二
年
十
月
二
八
日
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
の

新
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、「
フ
ラ
ン
ス
王
立
学
士
院
」
の
中
の
一
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
哲
学
」、「
道
徳
学
」、「
立
法
、
公
法
お
よ
び

法
解
釈
」、「
政
治
経
済
学
お
よ
び
統
計
学
」、「
一
般
史
お
よ
び
哲
学
史
」
の
五
分
野
で
構
成
さ
れ
た
。V

gl.
H
einrich

H
eine,

H
istorisch-
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kritische
G
esam

m
tausgabe

der
W
erke,

In
V
erbindung

m
it
dem

H
einrich-H

eine-Institut,
hrsg.

von
M
.
W
indfuhr

im
A
uftrag

der

L
andeshauptstadt

D
üsseldorf,

H
am
burg,

H
offm

ann
und

C
am
pe,

[A
bk.:

D
H
A
(D
üsseldorfer

H
eine-A

usgabe)],
B
d.
13/2,

bearb.

von
V
.
H
ansen,

1989,
S.
1651.

（
２１
）
そ
の
成
果
で
あ
る
ル
イ
‐
ル
ネ
・
ヴ
ィ
レ
ル
メ
の
報
告
『
綿
・
毛
・
絹
織
物
工
場
の
労
働
者
の
生
理
的
な
ら
び
に
精
神
的
状
態
』

（
一
八
三
八
年
、
公
刊
は
全
二
巻
で
四
〇
年
）
に
つ
い
て
は
、
河
野
健
二
編
『
資
料
フ
ラ
ン
ス
初
期
社
会
主
義
―
―
二
月
革
命
と
そ
の
思

想
―
―
』、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
所
収
の
部
分
訳
も
参
照
。

（
２２
）

L
.
C
hevalier,

C
lasses

laborieuses
et
classes

dangereuses
à
Paris,

pendant
la
prem

ière
m
oitié

du
X
IX
e
siècle,

Paris,
H
achette,

1984,
pp.

593-604.
一
九
五
八
年
版
の
邦
訳
と
し
て
、
喜
安
朗
・
他
訳
『
労
働
階
級
と
危
険
な
階
級
』、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
年
、

三
四
〇
―
三
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
２３
）

R
.
C
astel,

L
es
m
étam

orphoses
de
la
question

sociale,
U
ne
chronique

du
salariat,

Paris,
1995,

p.
348.

前
川
真
行
訳
『
社
会
問

題
の
変
容
―
―
賃
金
労
働
の
年
代
記
―
―
』、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
２４
）
谷
川
稔
「
文
化
革
命
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
」、
服
部
春
彦
・
谷
川
稔
編
『
フ
ラ
ン
ス
近
代
史
―
―
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
か
ら
第
五
共
和

政
へ
―
―
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
三
年
、
所
収
（
第
二
章
Ⅳ
）。

（
２５
）

R
.
C
astel,

op.
cit.,

pp.
381-383.

前
掲
訳
、
二
五
六
―
二
五
七
ペ
ー
ジ
。
ル
イ
‐
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ギ
ゾ
ー
が
体
現
し
た
七
月
王
政
に

お
け
る
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
覇
権
（
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
な
支
配
力
）
の
形
成
経
緯
と
支
配
構
造
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、J.

L
hom

m
e,
L
a
grande

bourgeoisie
au
pouvoir

(1830-1880),
E
ssai

sur
l’H
istoire

sociale
de
la
France,

Paris,
Presses

U
niversitaires

de
France,

1960.

木
崎
喜
代
治
訳
『
権
力
の
座
に
つ
い
た
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
―
―
１９
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
史
試
論
―
―
』、
岩
波
書

店
、
一
九
七
一
年
、
の
第
Ⅰ
部
を
見
よ
。
そ
の
総
合
的
な
展
望
の
も
と
で
、
ジ
ャ
ン
・
ロ
ム
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
従
来
の
「
土
地

貴
族l’aristocratie

foncière

」
の
勢
力
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
「
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
一
八
三
〇
年
に
す
で
に
」
一
つ
の
「
野
心
」

―２０７（５０）―

サ
ン
‐
シ
モ
ン
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ー
レ
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を
も
っ
て
お
り
、「
新
し
い
階
層
秩
序
の
基
準
を
見
抜
い
て
し
ま
っ
て
い
た
」。
す
な
わ
ち
、
い
ま
や
「
貨
幣
や
富
を
持
つ
階
級
は
、
自
動

的
に
指
導
階
級
と
な
る
で
あ
ろ
う
。〔
…
…
〕
新
し
い
手
段
の
お
か
げ
で
遂
行
し
う
る
際
限
な
き
支
配
の
夢
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
展
望
を
だ
れ
よ
り
も
う
ま
く
表
現
す
る
す
べ
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。」(Ibid.,

p.
49.

前
掲
訳
、
六
四
―
六
五
ペ
ー
ジ
。）

（
２６
）

M
.
K
lüver,

op.
cit.,

S.
28.

（
２７
）
本
書
は
（
こ
れ
と
相
前
後
し
て
執
筆
さ
れ
た
『
ロ
マ
ン
派
』
と
と
も
に
）、
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
『
ド
イ
ツ
論D

e
l’A
llem

agne

』（
一
八

一
三
年
、
ロ
ン
ド
ン
（
フ
ラ
ン
ス
語
）、
翌
年
、
パ
リ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ベ
ル
リ
ン
）
へ
の
対
抗
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
当
初
は
三
四
年
に
「
ル
タ
ー
以
後
の
ド
イ
ツ
」
と
題
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
雑
誌
『
両
世
界
評
論R

evue
des

deux

M
ondes

』
に
三
回
（
三
月
一
日
、
十
一
月
十
五
日
、
十
二
月
十
五
日
）
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
、
翌
年
四
月
に
『
ド
イ
ツ
論

D
e
l’A
llem

agne

』（
フ
ラ
ン
ス
語
のR

enduel

版
、
二
巻
本
）
に
収
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
語
版
と
し
て
は
同
年
一
月
公
刊
の

『
サ
ロ
ン
第
二
巻
』
に
、
当
局
に
よ
り
削
除
・
改
ざ
ん
さ
れ
た
形
で
所
収
さ
れ
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
出
版
者
カ
ン
ペ
へ
の
ハ
イ
ネ
の
抗
議

（『
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
一
般
新
聞
』）
と
、
そ
れ
に
対
す
る
カ
ン
ペ
の
弁
明
（
自
社
の
機
関
紙
）
を
生
ん
だ
。V

gl.
D
H
A
,
B
d.
8/2,

bearb.

von
M
.
W
indfuhr,

1981,
S
.
509ff.

ス
タ
ー
ル
夫
人
（
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・
ス
タ
ー
ル
）
と
『
ド
イ
ツ
論
』
に
つ
い
て
は
、
安
藤
、
前
掲

書
、
第
六
章
、
を
見
よ
。

（
２８
）

D
H
A
,
B
d.
2,
bearb.

von
E
.
G
enton,

1983,
S.
507.

V
gl.
B
d.
8/2,

bearb.
von

M
.
W
indfuhr,

S.
540.

（
２９
）

D
H
A
,
B
d.
8/2,

W
indfuhr,

S.
540.

V
gl.
B
d.
14/2,

H
ansen,

S.
1063.

（
３０
）

H
einrich

H
eine,

Säm
tliche

Schriften,
hrsg.

von
K
.
B
riegleb,

B
d.
3,
3.,

durchgesehene
A
uflage,

hrsg.
von

K
.
Pörnbacher,

M
ünchen

1996,
S.
913.

ム
ン
ト
は
、
進
歩
的
思
想
の
ゆ
え
に
学
問
へ
の
道
を
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
阻
ま
れ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
な

り
、
三
〇
年
代
に
は
「
青
年
ド
イ
ツ
派
」
の
一
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
誌
の
編
集
者
を
つ
と
め
た
が
、
四
二
年
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
援

―２０６（５１）―
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‐
シ
モ
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助
に
よ
り
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
私
講
師
の
職
を
え
た
。
歴
史
小
説
や
時
評
を
書
き
、
文
学
史
や
美
学
を
論
じ
た
が
、
三
月
革
命
の
時
に
は
コ

レ
ラ
の
ベ
ル
リ
ン
を
逃
れ
て
ブ
レ
ス
ラ
ウ
へ
避
難
し
た
経
歴
を
も
つ
。V
gl.
L
iteratur

L
exikon,

A
utoren

und
W
erke

deutscher
Spra-

che,
hrsg.

von
W
.
K
illy,

B
d.
8,
1990,

S.
296f.;

D
eutsche

B
iographische

E
nzyklopädie,

2.,
überarb.

u.
erw

.
A
usgabe,

hrsg.
von

R
.
V
ierhaus,

B
d.
7,
2007,

S.
311f.

（
３１
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、D

H
A
,
B
d.
8/2,

W
indfuhr,

S.
563f.

を
見
よ
。

（
３２
）

Ibid.,
S.
540f.

（
３３
）

H
.
H
eine,

Z
ur
G
eschichte

der
R
eligion

und
Philosophie

in
D
eutschland,

D
H
A
,
B
d.
8/1,

bearb.
von

M
.
W
indfuhr,

S.
55f.

伊
東
勉
訳
『
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
本
質
』、
岩
波
文
庫
、
改
訳
版
、
一
九
七
三
年
、
一
一
〇
―
一
一
一
ペ
ー
ジ
。（
傍
点
部
分
は
原
文
が
イ

タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。）D

eism
us

は
通
常
「
理
神
論
」
と
訳
さ
れ
、
そ
こ
に
啓
蒙
的
・
理
性
主
義
的
性
質
を
読
み
取
る
こ
と
が
多
い
が
、

す
ぐ
あ
と
で
み
る
よ
う
に
ハ
イ
ネ
の
ば
あ
い
に
は
近
代
理
性
主
義
的
神
観
に
限
定
さ
れ
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
伊
東
勉
訳
に
従
い
、「
超

越
神
論
」
の
語
を
あ
て
る
。
伝
統
的
な
ゲ
ル
マ
ン
の
民
間
信
仰
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
と
あ
つ
れ
き
、
後
者
に
よ
る
前
者
の
制
圧
・

排
除
と
前
者
の
潜
行
化
と
い
う
、
十
一
・
二
世
紀
以
降
に
進
行
し
た
宗
教
変
動
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
民
衆
の
生
活
意
識
の
変
化
と
を
め

ぐ
る
社
会
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
阿
部
謹
也
氏
の
緻
密
で
膨
大
な
、
し
か
も
同
時
に
『
自
分
の
な
か
に
歴
史
を
よ
む
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
八
年
）
の
よ
う
な
根
源
的
な
も
の
を
平
易
に
説
い
た
も
の
も
ふ
く
む
、
一
連
の
研
究
成
果
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
３４
）

Ibid.,
S.
57ff.

前
掲
訳
、
一
一
四
―
一
一
六
、
一
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
３５
）

Ibid.,
S.
60.

前
掲
訳
、
一
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
３６
）

Ibid.,
S.
61.

前
掲
訳
、
一
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
３７
）

Ibid.,
S.
61.

前
掲
訳
、
一
二
二
―
一
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
３８
）

Ibid.,
S.
76ff.

前
掲
訳
、
一
五
六
―
一
五
九
ペ
ー
ジ
。

―２０５（５２）―
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（
３９
）

Ibid.,
S.
86,

88f.

前
掲
訳
、
一
七
五
―
一
七
六
、
一
八
一
―
一
八
二
ペ
ー
ジ
。

（
４０
）

Ibid.,
S.
91,

103.

前
掲
訳
、
一
八
五
、
二
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
４１
）

Ibid.,
S.
111,

113,
115.

前
掲
訳
、
二
二
八
、
二
三
〇
、
二
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
４２
）

Ibid.,
S.
113,

115.

前
掲
訳
、
二
三
一
、
二
三
四
―
二
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
４３
）

D
H
A
,
B
d.
8/1,

S.
495;

H
.
H
eine,

Säm
tliche

Schriften,
hrsg.

von
K
.
B
riegleb,

op.
cit.,

B
d.
3,
S.
913.

（
４４
）
井
上
正
蔵
「
解
説
」、
同
編
『
世
界
文
学
大
系
７８
ハ
イ
ネ
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
年
、
所
収
、
四
四
六
―
四
四
七
ペ
ー
ジ
。

（
４５
）

D
H
A
,
B
d.
8/2,

S.
530.

（
４６
）

Ibid.,
S.
531f.

（
４７
）

Ibid.,
S.
1500f.

ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
の
思
想
と
実
践
活
動
に
つ
い
て
は
、
見
市
雅
俊
「
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
の
社
会
観
と
実
践
―
―
正

統
的
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
―
―
」、『
思
想
』、
第
六
二
〇
号
、
一
九
七
六
年
二
月
、
同
「
女
性
メ
シ
ア
と
ス
エ
ズ
運

河
―
―
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
者
の
エ
ジ
プ
ト
伝
道
に
つ
い
て
―
―
」、『
人
文
学
報
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）、
第
四
七
号
、
一
九

七
九
年
三
月
、
所
収
、
を
参
照
の
こ
と
。

（
４８
）

Ibid.,
S.
554f.

（
４９
）

Ibid.,
S.
555f.

（
５０
）

Ibid.,
S.
1502.

（
５１
）

Ibid.,
S.
1504;

D
H
A
,
B
d.
14/1,

bearb.
von

V
.
H
ansen,

1990,
S.
15f.

（
５２
）

D
H
A
,
B
d.
8/1,

S.
116.

前
掲
訳
、
二
三
六
―
二
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
５３
）

H
.
H
eine,

D
ie
rom

antische
Schule,

D
H
A
,
B
d.
8/1,

S.
190.

久
山
秀
貞
訳
「
ロ
マ
ン
派
」、
木
庭
宏
編
『
ハ
イ
ネ
散
文
作
品
集
第

四
巻
文
学
・
宗
教
・
哲
学
論
』、
松
籟
社
、
一
九
九
四
年
、
二
四
三
ペ
ー
ジ
。
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（
５４
）

Ibid.,
S.
245-249.

前
掲
訳
、
三
〇
二
―
三
〇
七
ペ
ー
ジ
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
側
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
八
四
四
年
公
刊
の
『
ヘ
ー
ゲ
ル

伝
』
で
知
ら
れ
る
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
は
、
一
八
二
四
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
当
局
に
よ
る
ク
ー
ザ
ン
の
長
期
勾
留
に
さ
い
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル

が
内
務
警
察
大
臣
宛
に
送
っ
た
、
釈
放
を
懇
請
す
る
手
紙
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
し
か
し
、
そ
の
ご
ク
ー
ザ
ン
は
、
パ
リ
か

ら
ヘ
ー
ゲ
ル
に
種
々
助
言
を
乞
う
手
紙
を
書
い
て
い
る
が
、
結
局
ク
ー
ザ
ン
の
関
心
は
「
名
声
」
に
あ
り
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
〔
の
哲
学
〕
を

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
」、
と
婉
曲
に
だ
が
は
っ
き
り
突
き
放
し
て
い
る
。K

.
R
osenkranz,

G
eorg

W
ilhelm

Friedrich
H
egels

L
eben,

U
nveränd.

reprograph.
N
achdruck

der
A
usgabe

B
erlin

1844
unter

H
inzufügung

einer
N
achbem

erkung
von

O
.
Pöggeler

zum

N
achdruck

1977,
D
arm

stadt
1977,

S.
368-373.

中
埜
肇
訳
『
ヘ
ー
ゲ
ル
伝
』、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
三
年
、
三
一
六
―
三
二
〇
ペ

ー
ジ
。

（
５５
）

H
.
H
eine,

L
utezia,

B
erichte

über
Politik,

K
unst

und
V
olksleben,

E
rster

T
heil,

D
H
A
,
B
d.
13/1,

bearb.
von

V
.
H
ansen,

1988,

S.
136f.

こ
の
開
会
演
説
で
、
ク
ー
ザ
ン
は
「
道
徳
・
政
治
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
、
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
は
じ
ま
り
デ
カ

ル
ト
と
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
を
へ
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
い
た
る
「
理
性
の
光
」
の
系
譜
上
に
位
置
づ
け
、
七
月
革
命
を
、
一
七
八
九
年
の
革
命

を
法
的
に
再
確
認
し
た
「
第
二
革
命
」
と
呼
ん
だ
。D

H
A
,
B
d.
13/2,

bearb.
von

V
.
H
ansen,

1989,
S.
1658.

（
５６
）

D
H
A
,
B
d.
13/1,

S.
137.

（
５７
）

H
.
H
eine,

L
utezia,

B
erichte

über
Politik,

K
unst

und
V
olksleben,

Z
w
eiter

T
heil,

D
H
A
,
B
d.
14/1,

bearb.
von

V
.
H
ansen,

1990,
S.
100-102.

土
井
義
信
訳
「
ル
テ
ー
ツ
ィ
ア
」、
前
掲
『
世
界
文
学
大
系
７８
ハ
イ
ネ
』、
三
四
〇
―
三
四
一
ペ
ー
ジ
。

（
５８
）

Ibid.,
S.
103.

前
掲
訳
、
三
四
一
―
三
四
二
ペ
ー
ジ
。

（
５９
）

Ibid.,
S.103f.

前
掲
訳
、
三
四
二
ペ
ー
ジ
。（
傍
点
部
分
は
、
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。）
ク
ー
ザ
ン
の
「
折
衷
主
義
的
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
ス
ム
」
は
、
ピ
エ
ル
・
ラ
ロ
ミ
ギ
エ
ー
ル
と
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
の
影
響
下
に
成
立
す
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
ク
ー
ザ
ン
は
、

も
う
一
人
の
師
ロ
ワ
イ
エ
‐
コ
ラ
ー
ル
が
フ
ラ
ン
ス
に
導
入
し
た
ト
マ
ス
・
リ
ー
ド
を
は
じ
め
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
哲
学
か
ら
も
学
ん
で

―２０３（５４）―

サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
を
め
ぐ
る
ハ
イ
ネ
、
ア
ー
レ
ン
ス
、
モ
ー
ル
（
上
）



い
た
。

（
６０
）

E
.
M
.
U
reña,

op.
cit.,

S.
544.

（
６１
）

H
.
H
eine,

D
ie
H
arzreise,

D
H
A
,
B
d.
6,
bearb.

von
J.
H
erm

and,
1973,

S.
84f.,

135.

舟
木
重
信
訳
「
ハ
ル
ツ
紀
行
」、
前
掲
『
世

界
文
学
大
系
７８
ハ
イ
ネ
』、
一
四
二
―
一
四
三
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
。

（
６２
）

D
H
A
,
B
d.
14/2,

bearb.
von

V
.
H
ansen,

S.
1063;

E
.
M
.
U
reña,

op.
cit.,

S.
553f.

（
６３
）

H
.
H
eine,

L
utezia,

op.
cit.,

S.
105-108.

前
掲
訳
、
三
四
二
―
三
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
６４
）

H
.
H
eine,

Préface,
D
H
A
,
B
d.
13/1,

S.
166-168.

土
井
義
信
訳
、322-323.

（
傍
点
部
分
は
、
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。）

（
６５
）
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
き
出
し
た
特
質
で
あ
る
。「
そ
れ
ゆ
え
、
か
れ
〔
サ
ン
‐
シ
モ
ン
〕
の
体
系

は
、
か
れ
の
時
代
の
精
神
像
を
、
い
わ
ば
要
約
し
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
練
り
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
は
十
九
世
紀
の

精
神
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
時
に
、
あ
る
い
は
相
つ
い
で
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
席
を
占
め
た
す
べ
て
の
偉
大
な
知
的
運
動
の
萌
芽

が
そ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
歴
史
的
方
法
、
実
証
哲
学
、
社
会
主
義
理
論
、
そ
し
て
最

後
に
宗
教
的
革
新
へ
の
熱
望
が
こ
れ
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
密
接
な
近
親
関
係
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
流
れ
が
同
一
の
思

想
、
同
一
の
著
作
の
中
に
共
存
し
え
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
は
っ
き
り
姿
を
現
さ
な
い
で
い
る
か
ぎ
り
で
の
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
し
か

に
〔
…
…
〕
同
一
の
全
体
的
状
態
か
ら
出
発
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
は
同
一
の
社
会
意
識
の
異
な
っ
た
諸
局
面
で
し
か
あ
り
え
な

い
。
だ
が
、
そ
の
お
の
お
の
が
そ
れ
自
体
と
し
て
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
は
分
裂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
発
展
す
る

こ
と
が
で
き
た
。」
野
地
洋
行
「
あ
と
が
き
」、
バ
ザ
ー
ル
他
著
・
野
地
洋
行
訳
『
サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
宣
言
―
―
『
サ
ン
‐
シ
モ
ン
の
学

説
・
解
義
』
第
一
年
度
、1828-1829

―
―
』、
木
鐸
社
、
一
九
八
二
年
、
三
一
八
ペ
ー
ジ
。

（
６６
）

M
.
W
erner,

H
eine

und
die

französischen
F
rühsozialisten,

in:
Internationales

A
rchiv

für
S
ozialgeschichte

der
deutschen

L
iteratur,

7.
B
d.,
1982,

S.
88-108,

hier
S.
89f.

―２０２（５５）―

サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
を
め
ぐ
る
ハ
イ
ネ
、
ア
ー
レ
ン
ス
、
モ
ー
ル
（
上
）



（
６７
）

H
.
H
eine,

L
utezia,

E
rster

T
heil,

D
H
A
,
B
d.
13/1,

S.
98.

『
全
集
』
の
考
証
は
、
こ
の
両
者
の
出
会
い
は
三
六
年
初
め
、
ま
た
は
三

五
年
末
と
推
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、「『L

e
M
onde

』
は
三
六
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
三
七
年
十
一
月
一
日
ま
で
存
在
し
た
」

と
も
記
し
て
い
る
。D

H
A
,
B
d.
13/2,

S.
1284.

（
６８
）

M
.
W
erner,

op.
cit.,

S.
92.

（
６９
）

D
H
A
,
B
d.
13/1,

S.
812.

（
７０
）

D
H
A
,
B
d.
13/1,

S.
310.

（
７１
）

D
H
A
,
B
d.
13/1,

S.
97ff.

（
７２
）

Ibid.,
S.
99.

（
７３
）
「
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
」
の
出
所
は
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
『
対
比
列
伝
』、「
リ
リ
パ
ッ
ト
」
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』
で
あ

る
。

（
７４
）

L
.
Stein,

D
er
Socialism

us
und

C
om
m
unism

us
des

heutigen
Frankreichs,

E
in
B
eitrag

zur
Z
eitgeschichte,

L
eipzig

1842.

石

川
三
義
・
石
塚
正
英
・
柴
田
隆
行
訳
『
平
等
原
理
と
社
会
主
義
―
―
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
主
義
と
共
産
主
義
―
―
』、
法
政

大
学
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
。

（
７５
）
柴
田
隆
行
『
シ
ュ
タ
イ
ン
の
社
会
と
国
家
―
―
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
思
想
形
成
過
程
―
―
』、
御
茶
ノ
水
書
房
、

二
〇
〇
六
年
、
九
三
ペ
ー
ジ
。

（
付
記
）
本
稿
は
平
成
二
七
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
（
研
究
課
題
「
自
然
法
論
と
社
会
政
策
―
―
ド
イ
ツ
国
家
学
の
基
層
―
―
」）

の
交
付
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
二
〇
一
七
年
一
月
三
一
日
脱
稿
）

―２０１（５６）―

サ
ン
‐
シ
モ
ン
主
義
を
め
ぐ
る
ハ
イ
ネ
、
ア
ー
レ
ン
ス
、
モ
ー
ル
（
上
）


